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はじめに 
 

この申請要領について  

この申請要領では次の制度について説明します。  

 名古屋大学が独自に実施する入学料免除 

 名古屋大学が独自に実施する入学料徴収猶予 

 名古屋大学が独自に実施する授業料免除 

※高等教育の修学支援新制度（多子世帯支援含む）による入学料・授業料免除については名古屋大学ホー
ムページを確認してください。 

 

上記制度の対象は次の学生です。  

① 大学院生 

② 私費外国人留学生 

③ 学資負担者の死亡や被災等に該当する学生（詳細は p.5～7） 

※上記③を除く 2020 年度以降入学の日本人等学部学生で、入学料・授業料免除を希望する場合は、名古屋
大学ホームページ(教育・学生支援経済支援(授業料等免除・奨学金) 高等教育の修学支援新制度（多
子世帯支援含む）を確認のうえ、「高等教育の修学支援新制度（日本学生支援機構給付奨学金）」を申
請してください。 

※留年者及び標準修業年限超過者は、原則として授業料免除申請対象者としませんが、留年または標準修
業年限を超える期間が１年以内の者で、特別な事由があると会議体で選考の上認められた場合は授業料
免除申請対象者として修業年限内の学生と同様に審査が行われる場合があります。 

「留年」とは同一学年にとどまることを言い、「標準修業年限超過」とは休学期間等を含む在籍期間が正
規の修業年限を超えることを言います。 

※2019 年度以前入学の日本人等学部学生で、本制度に申請希望の方は一度学生支援課までお問い合わせく 

ださい。 
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1. 申請資格  

 

(1) 新入生の入学料免除・入学料徴収猶予申請資格  
学部及び大学院生（聴講生・科目等履修生等を除く）で、次のいずれかに該当する者が対象です。 

※学部入学者と大学院入学者とでは申請資格が異なります。 

 ご注意 私費外国人留学生について、日本国内の状況が対象で母国の状況は申請資格に該当しません。 

 

学部入学者（編・転入学者含む） 
 免除申請資格 徴収猶予申請資格 

1. 
入学前 1 年以内に学資負担者（父または母）が死亡し、入学料
の納入が著しく困難な者 

左記に同じ 

2. 
入学前 1 年以内に学資負担者もしくは本人が風水害等に被災
し、入学料の納入が著しく困難な者 

左記に同じ 

3. 
次の激甚災害により学資負担者もしくは本人が被災した者 

対象激甚災害：令和 6(2024)能登半島地震 

左記に同じ 

4. 

2026 年 4 月 1 日（または 2026 年 10 月 1 日） 

時点において、次の①～⑤の項目に 2 つ以上 該当し、入学
料の納入が著しく困難と認められる者 

① 学資負担者が病気または事故により６か月以上療養中である 

② 学資負担者が障害者である 

③ 入学前 1 年以内に学資負担者が非自発的事由により失業した 

④ ひとり親家庭である 

⑤ その他これらに準ずる場合で相当と認める事由がある 

左記に同じ 

5. 

 経済的理由（各種ローン返済、
負債等は除く）により納入期限
までに入学料の納入が困難で、
かつ、学業優秀と認められる者 

 
大学院入学者 

 免除申請資格および徴収猶予申請資格 

1. 
経済的理由（各種ローン返済、負債等は除く）により入学料の納入が困難で、かつ、学業優秀と認
められる者 

2. 
入学前１年以内において学資負担者が死亡、または学資負担者もしくは本人が風水害等の災害を受
け、入学料の納入が著しく困難と認められる者  

3. 
次の激甚災害により学資負担者もしくは本人が被災した者 

対象激甚災害：令和 6(2024)年能登半島地震 
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(2) 新入生の授業料免除申請資格  
学部及び大学院生（聴講生・科目等履修生等を除く）で、次のいずれかに該当する者が対象です。 

※学部入学者と大学院入学者とでは申請資格が異なります。 

 ご注意 私費外国人留学生について、日本国内の状況が対象で母国の状況は申請資格に該当しません。 

 

学部入学者（編・転入学者含む） 
 免除申請資格 

1. 
私費外国人留学生のうち、経済的理由（各種ローン返済、負債等は除く）により授業料の納入が困
難で、かつ、学業優秀と認められる者 

2. 

次の期間において学資負担者（父または母）が死亡、または学資負担者もしくは本人が風水害等の
災害を受け、授業料の納入が著しく困難と認められる者 

前後期同時申請の対象期間：2025 年 4 月～2026 年 3 月 

前期のみ申請の対象期間 ：2025 年 4 月～2026 年 3 月 

後期のみ申請の対象期間 ：2025 年 10 月～2026 年 9 月 

3. 
次の激甚災害により学資負担者もしくは本人が被災した者 

対象激甚災害：令和 6 (2024)年能登半島地震 

 

大学院入学者 
 免除申請資格 

1. 
経済的理由（各種ローン返済、負債等は除く）により授業料の納入が困難で、かつ、学業優秀と認
められる者 

2. 

次の期間において学資負担者が死亡、または学資負担者もしくは本人が風水害等の災害を受け、授
業料の納入が著しく困難と認められる者 

2026 年 4 月入学の新入生における対象期間 ：2025 年 4 月～2026 年 3 月 

2026 年 10 月入学の新入生における対象期間：2025 年 10 月～2026 年 9 月 

3. 
次の激甚災害により学資負担者もしくは本人が被災した者 

対象激甚災害：令和 6 (2024)年能登半島地震 
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(3) 在学生の授業料免除申請資格  
学部生（私費外国人留学生のみ）及び大学院生（聴講生・科目等履修生等を除く）で、次のいずれかに該
当する者が対象です。 

なお、日本人等学部学生であっても、以下の免除申請資格 2.または 3.に該当する場合は、申請対象となり
ます。 

 

 免除申請資格 

1. 
経済的理由（各種ローン返済、負債等は除く）により授業料の納入が困難で、かつ、学業優秀と認
められる者 

2. 

次の期間において学資負担者（父または母）が死亡、または学資負担者もしくは本人が風水害等の
災害を受け、授業料の納入が著しく困難と認められる者 

前後期同時申請の対象期間：2025 年 10 月～2026 年 3 月 

前期のみ申請の対象期間 ：2025 年 10 月～2026 年 3 月 

後期のみ申請の対象期間 ：2026 年 4 月～2026 年 9 月 

3. 
次の激甚災害により学資負担者もしくは本人が被災した者 

対象激甚災害：令和 6(2024)年能登半島地震 

4. その他上記に準ずるもので、総長が相当と認めるとき。 

 
 ご注意  

●留年者及び標準修業年限超過者は、原則として授業料免除申請対象者としませんが、留年または標準修業
年限を超える期間が１年以内の者は、理由により修業年限内の学生と同様に審査が行われる場合がありま
す。「別紙 6」の説明を読み、特別な事由がある場合は、必要書類を揃えて提出してください。 

※「留年」とは同一学年にとどまることを言い、「標準修業年限超過」とは休学期間等を含む在籍期間が
正規の修業年限を超えることを言います。 

 

●家計基準に該当していても、各学部・研究科の学業成績の基準を満たさない場合、学業優秀と認められず 

 免除選考対象外となります。また進級した場合でも修得単位が皆無もしくは極めて少ない者については、
免除選考対象外となります。 

 

●2019 年度以前入学の日本人等学部学生で、本制度に申請希望の方は一度学生支援課までお問い合わせくだ
さい。 

 

●私費外国人留学生について、日本国内の状況が対象で母国の状況は申請資格に該当しません。 
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2. 申請の流れ  

 

(1) 入学料免除・徴収猶予申請及び新入生の授業料免除申請の流れ  

(ア) 日本人大学院生・私費外国人留学生（大学院生・学部生）  

 

＜2026 年度 4 月入学新入生＞ 

 入学手続きの際に「名古屋大学入学料免除・徴収猶予申請書」を提出してください。 

 「名古屋大学入学料免除・徴収猶予申請書」は名古屋大学ホームページ（以下、本学ホームペ
ージ）からダウンロードできます。 

本学ホームページ  教育・学生支援  経済支援(授業料等免除・奨学金)  入学料免除及び
徴収猶予 

 提出及び提出期限は、入学予定の研究科の指示に従ってください。 

 

＜2026 年度 10 月入学新入生＞ 

 （G30 プログラム学部生） 

入学前ガイダンスの際、入試課国際入試係の指示に従ってください。 

 

 （G30 プログラム学部生以外） 

入学手続きの際に「名古屋大学入学料免除・徴収猶予申請書」を提出してください。 

 「名古屋大学入学料免除・徴収猶予申請書」は本学ホームページからダウンロードできます。 

本学ホームページ  教育・学生支援  経済支援(授業料等免除・奨学金)  入学料免除及び
徴収猶予 

 提出及び提出期限は、入学予定の研究科の指示に従ってください。 

 

 

入学料免除・徴収猶予の手続きを進めるうえで、授業料免除にも申請する必要があります。 

授業料免除申請の手続きが完了しなかった場合、入学料免除（徴収猶予）申請は不許可となります。 

【授業料免除学生申込システム URL】 

https://tuitionexemptionapplicationsystem.adm.nagoya-u.ac.jp/exemption-request-system-for-student/login.jsf 

 

【システム申請期間】 

• 4 月入学者 ： 2026 年 4 月 13 日（月）～ 22 日（水）正午【厳守】 

• 10 月入学者： 未定（9 月上旬に本学ホームページ掲載予定） 

 システムは、本要領（P.20～）を参考に申請情報の入力を行ってください。 

01. 入学料免除・徴収猶予申請書類を提出する (授業料免除申請のみを行う場合は 02.からとなります) 
 

02.  入学後、授業料免除学生申込システム（以下、免除システム）に申請する 
 
 

https://tuitionexemptionapplicationsystem.adm.nagoya-u.ac.jp/exemption-request-system-for-student/login.jsf
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 入学（進学）者は 4 月以降の新学生番号で申請してください。前課程の学生番号で申請した場合無
効です。 

 

• 基本情報入力完了メール(P.34)を受信後、「02-2.詳細情報入力」へ進んでください。 

 

• 詳細情報入力完了メール(P.63)を受信後、申請書類(P.64)を印刷してください。 

 

• 授業料免除学生申込システムから自分に該当する「様式 1-①～3」を印刷してください。 

• 印刷内容に不備があれば入力内容を修正してください。 

（システム申請期間内のみ修正入力が可能です。システム申請期間終了後の修正は印刷した提
出書類に手書きで追記してください） 

• SharePoint ページから自分に該当する「別紙 1～6」を印刷し、作成してください。 

• 各種別紙の掲載場所 本学ホームページ＞教育・学生支援＞経済支援(授業料等免除・奨学金)

＞入学料・授業料免除制度 SharePoint ページ 

 

 

• その他自身で用意する書類を揃えてください。証明書類の準備には１～２週間かかる場合があ
ります。該当する提出書類をよく確認のうえご準備ください。 

 

※日本人学生で「一般」申請をする方へ 

「一般」申請の方は家計支持者(父及び母)の最新の住民票や所得(非)課税証明書、前年の源泉徴収票
など家計支持者に関する書類が必要です。 

家計支持者と居住を別にしている場合は、準備に時間がかかることが想定されますので「一般」申
請を予定している方は早めに手配する等ご留意ください。 

＜「一般」区分申請者が自分で用意できない書類＞ 

○家計支持者(父及び母)の住民票(書類提出時点から 3 か月以内に発行され、世帯全員のもの。) 

○家計支持者(父及び母)の最新の所得(非)課税証明書(無職の場合でも提出が必要になります) 

○家計支持者(父及び母)の前年の源泉徴収票(共働きの場合、両方が必要になります) 

 

 

• 免除システムの「書類提出日時の予約へ」(P.72)から書類提出予定日時の予約を行ってくださ
い。 

02-1. 免除システムに基本情報を入力する 

02-2. 免除システムに詳細情報を入力する 

02-3. 表示された提出書類を免除システムから印刷する 

02-4. 表示された提出書類を入学料・授業料免除制度 SharePoint ページから印刷し、作成する 

02-5. 表示されたその他提出書類を準備する 

02-6. (書類提出会場で書類を提出する場合) 書類提出予定日時の予約をする 
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申請書類を【書類提出会場】または期限までに【学生支援課窓口】・【郵送】で提出してくだ
さい。 

書類提出会場は東山キャンパスのみ設置します。鶴舞キャンパス及び大幸キャンパスでは書類の提
出はできませんのでご了承ください。 

なお、書類提出会場での提出は予約制です。免除システムにて提出日時を予約(P.72 参照)のうえ、
会場にお越しください。(学生支援課窓口や郵送で提出する場合、予約は不要です。) 

 

＜2026 年度 4 月入学新入生＞ 

日時（予約制） 場所 

4 月 20 日（月）・21 日（火）・22 日（水） 

いずれも 9：30～16：00 

豊田講堂 シンポジオンホール 

（キャンパス MAP D3⑤） 

 

＜2026 年度 10 月入学新入生＞  

書類提出会場の設置なし。提出先は【学生支援課窓口】・【郵送】です。 

（詳細は 9 月上旬に本学ホームページ掲載予定） 

 

 【学生支援課窓口】または【郵送】での提出先は次の通りです。 

郵送の際は、記録が残る特定記録やレターパックライト等で郵送してください。書類の到着に関す
るお問い合わせにはお答えできかねます。 

【提出（郵送）先】（キャンパスマップ D3-⑥ 学生支援棟 1F 開室時間：平日午前 9 時～午後 5 時） 

 464-8601 愛知県名古屋市千種区不老町 名古屋大学教育推進部学生支援課 授業料免除担当 宛 

    ※封筒表面に「入学料・授業料免除申請書類 在中」と朱書きすること 

 

【提出期限】 2026年 4月 23日（木）【必着】 
※法科大学院生のみ文系教務課統括・学生支援グループ免除担当宛に提出してください【4 月 20 日（月）当日消印有効】 

 

 ＜期限までに準備できない書類について＞ 

万が一、提出期限以降でないと取得できない書類がある場合は書類が揃っていない状態でも申請を
受け付けますので、その旨を提出時に申し出てください。不足書類は後日追加で提出してくださ
い。 

 

 書類不備等の連絡は、申請者の機構メールアドレス宛に行います。申請後は少なくとも１日に１回
は確認してください。 

 

 教務システムの「メッセージ機能（あなた宛のお知らせ）」を利用して通知します。 

03. 申請書類一式を提出する 

04. 入学料免除（徴収猶予）申請結果通知を確認する (授業料免除申請のみ行う場合はこちらの通知は行いません) 

https://www.nagoya-u.ac.jp/extra/map/index.html
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※郵送・手交による通知は行いません。 

名古屋大学ポータル  学務  履修・成績  メッセージ（あなた宛のお知らせ） 

なお、結果通知の公開状況は、本学ホームページ＞教育・学生支援＞経済支援(授業料等免除・奨 

学金)＞入学料・授業料免除制度 SharePoint ページでお知らせします。各自確認をしてください。 

 

 結果通知時期 

4 月入学 ： 7 月中旬 

10 月入学 ： 12 月上旬 

 

 入学料納入期日について 

＜2026 年度 4 月入学新入生＞ 

全額免除以外の方は、結果通知にてお知らせする期日までに指定の口座へお振込みください。 

（徴収猶予不許可、または徴収猶予未申請の場合は通知日を含めて 20 日以内） 

＜2026 年度 10 月入学新入生（G30 プログラム除く）＞ 

全額免除以外の方は、結果通知にてお知らせする期日までに指定の口座へお振込みください。 

（徴収猶予不許可、または徴収猶予未申請の場合は通知日を含めて 20 日以内） 

  ＜G30 プログラム（大学院生・学部生）＞ 

 入学料免除額が生じた場合、結果通知の際に入学料返還の手続きをご案内します。 

 

 

 教務システムの「メッセージ機能（あなた宛のお知らせ）」を利用して通知します。 

※郵送・手交による通知は行いません。 

名古屋大学ポータル  学務  履修・成績  メッセージ（あなた宛のお知らせ） 

なお、結果通知の公開状況は、本学ホームページ＞教育・学生支援＞経済支援(授業料等免除・奨学
金)＞入学料・授業料免除制度 SharePoint ページでお知らせします。各自確認をしてください。 

 

 結果通知時期 

前期分： 8 月上旬   

後期分： 12 月中旬 

 

 授業料納入期日について 

全額免除以外の方は、結果通知にてお知らせする期日にご登録の授業料振替口座からの引落しを行
います。前日までに預金口座の預金残額として授業料納入金額相当分のご準備をお願いします。 

前期分： 8 月下旬予定   

後期分： 12 月下旬予定 

 

 

05. 授業料免除申請結果通知を確認する 
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(イ) 日本人等学部学生  

JASSO 給付奨学金（高等教育の修学支援新制度）の資格の有無に関わらず、名古屋大学独自の入学料免除の
申請資格（P.5～7 参照）に該当する場合、申請することができます。 

 

 ＜入学料免除＞を選択すると学生教育研究災害傷害保険料納入額が表示されます。入学手続き時の
納入金のうち、学生教育研究災害傷害保険料のみを納入してください。 

※申請資格の有無に関わらず納入済みの入学料は返還されませんのでご注意ください。（修学支援
新制度対象者、G30 プログラム学生の入学料を除く） 

 

 「名古屋大学入学料免除・徴収猶予申請書」を提出してください。 

 「名古屋大学入学料免除・徴収猶予申請書」は名古屋大学ホームページ（以下、本学ホームペ
ージ）からダウンロードできます。 

本学ホームページ  教育・学生支援  経済支援(授業料等免除・奨学金)  入学料免除及び 

徴収猶予 

【提出（郵送）先】（キャンパスマップ D3-⑥ 学生支援棟 1F） 

 464-8601 愛知県名古屋市千種区不老町 名古屋大学教育推進部学生支援課 授業料免除担当 宛 

※封筒表面に「入学料免除申請書類 在中」と朱書きすること。 

※郵送の際は、記録が残る特定記録やレターパックライト等で郵送してください。 

書類の到着に関するお問い合わせにはお答えできかねます。 

【提出期限】 2026年 3月 19日（木）【必着】 

 

 

 02.にて提出された入学料免除・徴収猶予申請書をもとに、申請者の必要提出書類を学生支援課にて
精査します。精査後、学生支援課から申請者本人へ必要提出書類を機構メールにて連絡しますの
で、期限までに提出してください。 

 

 提出方法、提出先および提出期限はそのメールに記載いたしますので確認してください。提出期限
に間に合わない書類がある場合はその旨提出時に申し出てください。 

 

 

 教務システムの「メッセージ機能（あなた宛のお知らせ）」を利用して通知します。 

※郵送・手交による通知は行いません。 

名古屋大学ポータル  学務  履修・成績  メッセージ（あなた宛のお知らせ） 

なお、結果通知の公開状況は、本学ホームページ＞教育・学生支援＞経済支援 

01.  web 入学手続システム決済画面の【決済内容】で、＜入学料免除＞ を選択する 

02.  入学料免除・徴収猶予申請書類を提出する 
 

03.  学生支援課より連絡のあった必要書類を提出する 

04.  入学料免除結果通知を確認する 



 Ⅰ. 概要 
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(授業料等免除・奨学金)＞入学料・授業料免除制度 SharePoint ページでお知らせします。各自確認を 

してください。 

 

 結果通知時期 

4 月入学 ： 7 月中旬   

10 月入学 ： 12 月上旬 

 

 入学料納入期日について 

  ＜2026 年度 4 月入学新入生＞ 

全額免除以外の方は、結果通知にてお知らせする期日までに指定の口座へお振込みください。 

（徴収猶予不許可、または徴収猶予未申請の場合は通知日を含めて 20 日以内） 

  ＜2026 年度 10 月入学新入生＞ 

 入学料免除額が生じた場合、結果通知の際に入学料返還の手続きをご案内します。 

 

 

 教務システムの「メッセージ機能（あなた宛のお知らせ）」を利用して通知します。 

※郵送・手交による通知は行いません。 

名古屋大学ポータル  学務  履修・成績  メッセージ（あなた宛のお知らせ） 

なお、結果通知の公開状況は、本学ホームページ＞教育・学生支援＞経済支援 

(授業料等免除・奨学金)＞入学料・授業料免除制度 SharePoint ページでお知らせします。各自確認を
してください。 

 

 結果通知時期 

前期分： 8 月上旬   

後期分： 12 月中旬 

 

 授業料納入期日について 

全額免除以外の方は、結果通知にてお知らせする期日にご登録の授業料振替口座からの引落しを行 

います。前日までに預金口座の預金残額として授業料納入金額相当分のご準備をお願いします。 

前期分： 8 月下旬予定    

後期分： 12 月下旬予定 

 

(2) 在学生の授業料免除申請の流れ  

 

【授業料免除学生申込システム URL】 

https://tuitionexemptionapplicationsystem.adm.nagoya-u.ac.jp/exemption-request-system-for-student/login.jsf 

05.  授業料申請結果通知を確認する（入学料免除申請資格①～③で申請した場合のみ） 

01. 授業料免除学生申込システム（以下、免除システム）に申請する 

https://tuitionexemptionapplicationsystem.adm.nagoya-u.ac.jp/exemption-request-system-for-student/login.jsf
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申請期間は入学年度により異なります。注意してください。 

 システム申請期間 

＜前期分＞ 

 2025 年度以前入学者：2026 年 2 月 6 日（金）～ 3 月 6 日（金）17：00【厳守】 

 2026 年度 4 月入学者：2026 年 4 月 13 日（月）～ 4 月 22 日（水）正午【厳守】 

＜後期分＞ 未定（9 月上旬に本学ホームページ掲載予定） 

 本システムは、本要領（P.20～）を参考に申請情報の入力を行ってください。 

 

• 基本情報入力完了メール(P.34)を受信後、「01-2.詳細情報入力」へ進んでください。 

 

 

 

• 詳細情報入力完了メール(P.63)を受信後、申請書類(P.64)を印刷してください。 

 

 

• システム内から自分に該当する「様式 1-①～3」の書類を印刷してください。 

• 印刷内容に不備あれば入力内容を修正してください。（システム申請期間内のみ修正入力可能
です。システム申請期間終了後の修正は印刷した提出書類に手書きで追記してください） 

 

• SharePoint ページから自分に該当する「別紙 1～6」の書類を印刷し、作成してください。 

• 各種別紙の掲載場所 本学ホームページ＞教育・学生支援＞経済支援 

(授業料等免除・奨学金)＞入学料・授業料免除制度 SharePoint ページ 

 

 

• その他自身で用意する書類を揃えてください。証明書類の準備には 1～２週間かかる場合があ
ります。該当する提出書類をよく確認のうえご準備ください。 

 

•  免除システムの「書類提出日時の予約へ」から書類提出予定日時の予約を行ってください。 

 

 

申請書類は【書類提出会場】または期限内に【学生支援課窓口】・【郵送】で提出してくださ
い。書類提出会場は東山キャンパスのみ設置します。鶴舞キャンパス及び大幸キャンパスでは
書類の提出はできませんのでご了承ください。なお、書類提出会場での提出は予約制です。免

02.  期限までに必要書類一式を提出する 

01-1. 免除システムに基本情報を入力する 

01-2. 免除システムに詳細情報を入力する 

01-3. 表示された提出書類を免除システムから印刷する 

01-4.  表示された提出書類を入学料・授業料免除制度 SharePoint ページから印刷し、作成する 
 

01-5. 表示されたその他提出書類を準備する 

01-6. (書類提出会場で書類を提出する場合)書類提出予定日時の予約をする 
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除システムにて提出日時を予約(P.72 参照)のうえ、会場にお越しください。(学生支援課窓口や
郵送で提出する場合、予約は不要です) 

＜前期分＞ 

日時（予約制） 場所 

3 月 16 日（月）・17 日（火）・18 日（水）・19 日（木） 

いずれも 9：30～16：00 

豊田講堂 シンポジオンホール 

（キャンパス MAP D3⑤） 

＜後期分＞ 書類提出会場の設置予定なし。提出先は【学生支援課窓口】・【郵送】です。 

（詳細は 9 月上旬に本学ホームページ掲載予定） 

 

 【学生支援課窓口】または【郵送】での提出先は次の通りです。 

郵送の際は、記録が残る特定記録やレターパックライト等で郵送してください。書類の到着に関す
るお問い合わせにはお答えできかねます。 

【提出（郵送）先】（キャンパスマップ D3-⑥ 学生支援棟 1F 開室時間：平日午前 9 時～午後 5 時） 

 464-8601 愛知県名古屋市千種区不老町 名古屋大学教育推進部学生支援課 授業料免除担当 宛 

    ※封筒表面に「入学料・授業料免除申請書類 在中」と朱書きすること 

 

【提出期限】 2026年 3月 23日（月）【必着】 

※法科大学院生のみ文系教務課統括・学生支援グループ免除担当宛に提出してください【3 月 9 日（月）当日消印有効】 

 

 ＜期限までに準備できない書類について＞ 

万が一、提出期限以降でないと取得できない書類がある場合は書類が揃っていない状態でも申請を
受け付けますのでその旨提出時に申し出てください。不足書類は後日追加で提出してください。 

 

 書類不備等の連絡は、申請者の機構メールアドレス宛に行います。申請後は少なくとも１日に１回
は確認してください。 

 

 

 教務システムの「メッセージ機能（あなた宛のお知らせ）」を利用して通知を行います。 

※郵送・手交による通知は行いません。 

名古屋大学ポータル  学務  履修・成績  メッセージ（あなた宛のお知らせ） 

なお、結果通知の公開状況は、本学ホームページ＞教育・学生支援＞経済支援 

(授業料等免除・奨学金)＞入学料・授業料免除制度 SharePoint ページでお知らせします。各自確認を
してください。 

 

 結果通知時期 

前期分： 8 月上旬   

後期分： 12 月中旬 

03. 申請結果を確認する 

https://www.nagoya-u.ac.jp/extra/map/index.html
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 授業料納入期日について 

全額免除以外の方は、結果通知にてお知らせする期日にご登録の授業料振替口座からの引落しを行 

います。前日までに預金口座の預金残額として授業料納入金額相当分のご準備をお願いします。 

前期分： 8 月下旬予定   

後期分： 12 月下旬予定 

 

3. 注意事項  

 入学料免除（徴収猶予）について  

入学料免除（徴収猶予）申請は、申請資格・家計基準・学力基準に基づき選考し結果を通知します。 

入学料免除と徴収猶予は併せて申請することができます。入学料免除申請の結果が半額免除または不許可となった場合

でも、徴収猶予が認められた場合は入学料の納入が 9 月末日(後期の場合２月末日)まで猶予されます。 

入学後に申請手続きが必要である授業料免除申請手続きが完了しなかった場合、入学料免除(徴収猶予)申請と授業料免

除申請ともに不許可となります。 

 

 授業料免除について  

授業料免除申請は申請資格、家計基準、学力基準に基づき選考し、予算の範囲内で授業料の免除が許可されます。申請

は必ず本人が行ってください。友人・家計支持者等本人以外からの申請は受け付けません。 

前期に授業料免除を申請する場合は、原則として後期分との同時申請となります。ただし、後期に休学等で在学しない

等の理由がある場合は、前期分のみの申請もできます。 

前後期同時申請の場合、申請は年１回ですが前期・後期にそれぞれ審査し、許可決定を行いますので、前期と後期の判

定結果が異なる場合があります。また、免除申請をしても許可されないことがあります。 

また、前期申請時（4 月 1 日現在）と後期申請時（10 月 1 日現在）で申請内容（家族状況・修学状況・家計状況等）に

変更が生じた場合は後期の申請期間に「後期変更申請」が必要です（変更が無い場合は手続き不要です）。 

後期に授業料免除申請する場合は、後期分のみの授業料免除となります。次年度の授業料免除を希望する場合は次年度

の前期に再度申請をしてください。 

前後期同時申請で申請後、前期分のみの免除申請を取り下げた場合は後期申請期間に改めて「後期のみ申請」が必要で

す。 

休学期間を含む学期、期の途中で卒業・修了・退学等をする場合は、当該学期について免除申請をすることができませ

ん。申請後に、休学･退学等をする場合は、免除申請を取り下げ、授業料を納入しなければなりません。 

 

 申請後の注意事項について  

審査の段階で書類の不備や確認すべき事項があった際の連絡は、申請者の機構メールアドレス宛に行います。受付期間

後でも追加書類の提出依頼や事実確認を行うことがありますので、本学担当者からの連絡には速やかに対応してくださ

い。担当者と連絡が取れないことにより申請者が不利益を被った場合、本学はその責を負いません。 

不足書類や追加書類を指定された期日までに提出しなかった場合は、書類不備として免除等の対象外となりますので注

意してください。また期間終了後は一切受け付けません。 



 Ⅰ. 概要 
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申請者は、選考結果が出るまで提出した申請書類のコピーを大切に保管してください。提出した申請書類の虚偽記載、

偽造等により、入学料または授業料の免除許可を受けたことが判明した場合は、その許可は取り消され、入学料及び授業

料を納入していただきます。提出された書類は返却しません。 

また、入学料および授業料免除の選考詳細に関して、審査の内容となるため公表しておりません。 

申請者は、選考結果が出るまで入学料及び授業料の納付が猶予されます。入学料免除（徴収猶予）・授業料免除選考結

果が出るまでの間に入学料・授業料を納入した場合は、入学料・授業料の返還はできませんので、結果が出るまでは入学

料・授業料を納入しないでください(高等教育の修学支援新制度（多子世帯支援含む）対象者、G30 プログラム学生の入

学料を除く)。 

 

4. 結果通知  

 通知方法  

教務システムの「メッセージ機能（あなた宛のお知らせ）」を利用して通知します。 

※郵送・手交による通知は行いません。 

名古屋大学ポータル  学務  履修・成績  メッセージ（あなた宛のお知らせ） 

なお、結果通知の公開状況は、本学ホームページ＞教育・学生支援＞経済支援 

(授業料等免除・奨学金)＞入学料・授業料免除制度 SharePoint ページ でお知らせします。各自確認をして 

ください。 

 

（1）入学料免除（徴収猶予）の結果  
 時期  

4 月入学：7 月中旬 

10 月入学：12 月上旬 

 

 納入期限  

全額免除以外の場合、次の期日までに入学料を納入してください。 

・徴収猶予を申請していないまたは徴収猶予申請結果が不許可の場合 ：結果通知日を含めて 20 日以内 

・徴収猶予許可となった場合 ：4 月入学者は 9 月末、10 月入学者は 2 月末 

 

（2）授業料免除の結果  
 時期  

前期分：8 月上旬 

後期分：12 月中旬 

 

 納入期限  

全額免除以外の場合は、所定の期日に授業料が引き落としされます。 

前期分：8 月下旬予定 
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後期分：12 月下旬予定 

※免除の結果通知における詳細については、いかなる理由であれ公表しておりません。 

あらかじめご承知おきください。 

 

5. 個人情報の取り扱いについて  

申請に際して取得した個人情報は授業料免除の選考及び関連業務に使用し、申請者の同意を得ずに外部へ
提供しません。 

名古屋大学における個人情報保護制度について 

（https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/information/protection/index.html） 

 

6. 収入上限額の目安  

入学料免除（徴収猶予）または授業料免除を許可されるには、少なくとも家計基準と学力基準とを満たさ
なければなりません。「家計評価額」の免除基準該当者の中で、予算の範囲内で困窮度の高い者から全額免
除、半額免除または徴収猶予となり、困窮度の低い者は不許可となることもあります。 
 
学部     

  給与収入の場合 給与以外の場合 
 自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学 
 ２人世帯 ５０８万円 ５７１万円 ２９４万円 ３３８万円 
 ３人世帯 ５６５万円 ６２８万円 ３３４万円 ３７８万円 
 ４人世帯 ６４５万円 ６９２万円 ３９０万円 ４３４万円 

 
大学院博士前期・修士課程     

  給与収入の場合 給与以外の場合 
 自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学 
 １人世帯 ３８８万円 － ２１０万円 － 
 ２人世帯 ５４２万円 ６０５万円 ３１８万円 ３６２万円 
 ３人世帯 ６０５万円 ６６４万円 ３６２万円 ４０６万円 
 ４人世帯 ６７８万円 ７２２万円 ４２０万円 ４６４万円 

 
大学院博士後期・博士課程     

  給与収入の場合 給与以外の場合 
 自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学 
 １人世帯 ４９１万円 － ２８２万円 － 
 ２人世帯 ６９０万円 ７３４万円 ４３２万円 ４７６万円 
 ３人世帯 ７５３万円 ７９７万円 ４９５万円 ５３９万円 
 ４人世帯 ８２１万円 ８６５万円 ５６３万円 ６０７万円 

① この表は、１人世帯：本人のみ ２人世帯：本人、配偶者 ３人世帯：父、母、本人 ４人世帯：父、
母、本人、公立高校生（自宅通学）と仮定したものです。 

② 世帯構成や特別控除項目等により金額が変わります。この金額以上でも基準に該当することがあります。 

③ 家計評価額の算出方法（概略） 
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Ａ(家計評価額) ＝ Ｂ(収入金額) － Ｃ(特別控除額) － Ｄ(収入基準額) 

 Ａ．家計評価額 

   マイナスになれば家計基準該当 

 

 Ｂ．収入金額 

   世帯（同一生計者）の収入合計 

    給与収入  源泉徴収票等の支払い金額 

    給与以外  確定申告書の所得金額 

    その他、雑所得、臨時所得、本人の奨学金等 

 

 Ｃ．特別控除額 

   ひとり親家庭、就学者がいる等に該当する場合、決められた額を控除 

 

 Ｄ．収入基準額 

   学生の身分（学部､博士前期､博士後期）と世帯人数により決められた額を減算
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Ⅱ. 授業料免除学生申込シ

ステム 
 

 

本システムは原則、学内環境での動作のみを保証しております。大学院生であれば、VPN サービスを利用
することで学外からの利用も可能です。 
詳細は、VPN サービス(https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/services/vpn/)をご確認ください。 
やむを得ない事情で申請期間に学内のシステムを利用できない場合は、システム申請期間内に学生支援課

へご相談ください。システム申請期間終了後の申し出には対応できません。 
 

 また、システムで入力した情報を修正したい場合、システム申請期間中であれば修正入力が可能です。シ
ステム申請期間後に修正を希望する場合は、学生支援課までご連絡ください。システム内から様式を印刷
し、修正したい内容を手書きで追記した様式を再提出していただく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/services/vpn/


 Ⅱ. 授業料免除学生申込システム 
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1. ログイン画面  

(1) 初めて授業料免除学生申込システムにアクセスを行った場合、以下の画面が表示される場合があります
ので、いずれかの項目を選択し、[同意]ボタンをクリックします。 

3 つの項目のうち、下 2 つの選択肢にて同意された場合は原則再度こちらの画面は表示されません。 

 

 

(2) 機構アカウントの 2 段階認証を求められますので、機構アカウントの認証設定を行った端末等で認証し
てください。 

 

(3) 認証が完了した場合は、以下の画面が表示されますので言語を選択の上、[LOGIN]ボタンをクリックし
ます。 

 
 

 ご注意  
認証端末の変更・紛失等により認証ができなくなってしまった場合は、以下の機構アカウントヘルプページ
の「多要素認証」を参考にしてください。 

https://thersac.icts.thers.ac.jp/hc/ja/sections/14563833997977-%E5%A4%9A%E8%A6%81%E7%B4%A0%E8%AA%8

D%E8%A8%BC 

その他の授業料免除学生申込システムについては、学生支援課へお問い合わせください。 

 

 

https://thersac.icts.thers.ac.jp/hc/ja/sections/14563833997977-%E5%A4%9A%E8%A6%81%E7%B4%A0%E8%AA%8D%E8%A8%BC
https://thersac.icts.thers.ac.jp/hc/ja/sections/14563833997977-%E5%A4%9A%E8%A6%81%E7%B4%A0%E8%AA%8D%E8%A8%BC
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 言語選択  

システムで表示する言語を選択します。 

English を選択した場合、システム内の文言が英語で表示されます。 

 

 

 

 

 ご注意  
どちらの言語で入力しても、「申請パターン（身分）」(P.25)によって、本システムから印刷される書式の言
語表記が異なります。 

一般・独立生計  ⇒ 日本語のみ 

私費外国人留学生 ⇒ 日英併記   



 Ⅱ. 授業料免除学生申込システム 
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2. トップメニュー  

トップメニュー画面です。 使用する機能を選択します。 

【新規申請者トップメニュー】 

 

【基本情報 登録後トップメニュー】 

 
 

 トップメニュー一覧  

 
免除申請の手続き開始時に選択します。 

入力は基本情報と詳細情報の２段階になっています。全て入力してください。 

 

 
免除申請を修正する場合に選択します。修正は申請期間内であれば何度でも可能ですが、修正画面は毎回
「同意画面」から始まりますので、修正したい項目まで進んでください。 

申請期間後に様式の修正を求められた場合は、申請内容印刷より該当する様式を印刷し、修正必要箇所を手
直しして再提出してください。 
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免除申請を取消する場合に選択します。申請期間内かつ申請書類提出前であれば何度でも可能です。 

免除申請を取消したい時期や申請書類の提出状況により、対応が異なりますので下表の内容に従って対応し
てください。 

 

時期 状況 対応すべきこと 

申請期間内 申請書類を提出する前 免除申込システム（トップメニュー）
「免除申請の取消」で取消をする 

申請書類を提出した後 学生支援課（shien-menjo@t.mail.nagoya-

u.ac.jp）へ免除申請を取り下げたい旨、
申し出る 

申請期間後 

 

 
申請書類を印刷する場合に選択します。申請期間後も結果通知の前日までは印刷できます。 

（結果通知日以降は印刷できませんのでご注意ください。） 

 

 

申請書類の提出日時を予約する場合に選択します。 

予約した日時を確認したい場合は、該当日時の枠に      ボタンが表示されています。 

そちらの日時枠で予約ができていることの確認が可能です。（P.72 参照） 
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3. 基本情報入力  

 

(1) 同意画面  
免除申請の同意確認を行う画面です。 

同意文書を熟読のうえ、問題がなければ[同意する]ボタンをクリックします。 

 

 

(2) 申請パターンの選択画面  
申請パターン（身分）の選択画面です。 

ご自身に該当する項目を選択のうえ、[次へ]ボタンをクリックします。 
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 ご注意  

学部生は原則として「独立生計者」の身分は申請できません。 

独立生計認定の詳細は「申請対象の選択」時に確認できますので、独立生計認定対象外の場合は基本情報の
入力からやり直してください。 

申請時点で在留資格が「留学」以外の場合、「留学」へ変更する予定がある者は「私費外国人留学生」を選
択し、書類提出時に学生支援課へその旨を申し出てください。 

ただし、本学指定日までに在留資格「留学」を証明する書類の提出がない場合は、書類不備による「不許
可」になります。 

 

(3) 申請種別の選択画面  
申請種別の選択画面です。 

申請する項目を選択のうえ、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請種別 内容 

前後期同時申請 
(前期申請時のみ選択可能) 

前期分と併せて後期分を申請する 

申請年度１年間在学予定の者が選択する。 

9 月末が最短修業年限の者で後期も引き続き同一課程に在学する（留年
等）予定の者は選択できません。 

前期のみ申請 
(前期申請時のみ選択可能) 

前期分のみ申請する 

前期のみ申請する者が選択する。 

当該年 9 月末卒業(修了)予定の者、後期に休学等で在学しない等。 

後期のみ申請 
(後期申請時のみ選択可能) 

後期分のみ申請する 

後期のみ申請する者が選択する。 

前期に「前後期同時申請」した者は表示されません。 

後期変更申請 
(後期申請時のみ選択可能) 

後期変更申請する 

前後期同時申請後、後期申請時(10 月 1 日)に世帯状況等に変更が生じ、
変更申請する者が選択する。 
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27 

 ご注意  
本学に通う同一生計者も申請する場合はその者と差異がないか双方確認の上、提出してください。特に、

一方が前後期同時申請している状況で、もう一方が後期のみ申請または後期変更申請する場合、差異が発生
しやすいので注意してください。 

（例） 

申請者本人は前期申請時に前後期同時申請済。 

配偶者は前期休学のため申請無し。後期復学の際に後期のみ申請する。 

 

(4) 申請内容入力画面  
申請内容を入力する画面です。 

 
 

 入力に関する通知  

入力に関する通知を熟読し、以後の入力を始めてください。 

 

 

 本人情報の入力  

初期表示されている本人情報を確認し、空欄を入力します。 

482387654 

工学研究科 

博士後期課程 
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ご注意  
本人情報欄は一部、教務システムに登録されている情報を初期表示しています。申請時点で変更がある場

合は修正してください。また、所属部局事務にも変更を届け出てください。 

所属の情報が表示されない場合は、学生支援課に申し出てください。 

 

  

工学研究科 

博士後期課程 

482387654 
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よくある質問 
No. 質問 回答 
1. 現在、自宅を出て、賃貸アパートに居住して

いますが、本人住所に表示された住所は実家
の住所でした。そのままでもいいですか？ 

 

本人住所は、現在居住している賃貸アパートの住
所に変更してください。 

2. 郵便番号がわかりません。 日本郵便(株)のホームページで「郵便番号検索」が
可能です。ご自身で調べて入力してください。 

 

3. 申請時点(3 月)では賃貸アパートですが、4 月
1 日から「寮」に入寮予定です。住所は賃貸
アパートと寮のどちらを入力しますか？ 

4 月 1 日から住む予定の「寮」の住所を入力してく
ださい。住民票は入寮後、賃貸アパートから寮へ
移動した住民票を発行し、提出してください。 

 

4. メールアドレスは何でもいいですか？ メールアドレスは「東海国立大学機構メールアド
レス」を入力してください。本申請に関するメー
ル連絡は、機構メールアドレス宛に送付します。 

 

5. 申請時点 3 月（または 9 月）は 1 年次です
が、4 月 1 日（または 10 月 1 日）から 2 年次
へ進級予定です。年次はどちらを入力します
か？ 

 

4 月 1 日（または 10 月 1 日）から進級する年次を
入力してください。 

6. 私は 4 月入学者です。申請時点（3 月）では
博士前期課程 2 年次ですが、4 月 1 日以降も
同一課程（博士前期課程）に在籍します。年
次は「3 年次」でいいですか？ 

 

博士前期課程は 2 年次までしかありません。その
場合、2 年次をもう一度行うことになりますので
「2 年次」と入力してください。 

7. 私は 10 月入学者です。申請時点（3 月）では
1 年次ですが、4 月 1 日以降も 1 年次です。年
次は「1 年次」でいいですか？ 

 

4 月 1 日以降の在籍年次、「1 年次」と入力してく
ださい。 

  



 
30 

 入学区分・入学年月の入力  

入学・編入学を選択します。 

また、入学年月を入力、または右の[カレンダー]ボタンより選択します。 

 
 

 ご注意  
名古屋大学の入学は「4 月」または「10 月」です。それ以外の月は入力しないでください。 

 

 

 休学・留学情報などの入力（該当者のみ）  

休学・留学に関する情報を入力します。また、各日付や期間を入力、または右の[カレンダー]ボタンより選択
します。 
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 家計支持者情報の入力  

家計支持者の住所を入力します。

 

 

  

◎家計支持者とは・・・父及び母、または父及び母に代わって家計を支えている者 

 

一般・・・・・・・・・父及び母、また父及び母に代わって家計を支えている者 

（例）①父   ②母 

独立生計・・・・・・・申請者本人及び配偶者 

           （例）①本人 ②配偶者 

私費外国人留学生・・・申請者本人及び配偶者 

           （例）①本人 ②配偶者 

           （例）①父   ②母 ← 日本国内に父母がいる場合 

 

 ご注意  
私費外国人留学生は、母国にいる父母は入力不要です。申請者の父母が日本国内に居住して

いる場合のみ、その父母を家計支持者としてください。 
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よくある質問 

No. 質問 回答 

1. 父は単身赴任中で一人暮らしですが、
住民票は動かしていません。住所は実
際の住所と住民票上の住所のどちらを
入力しますか？ 

父の住所は実際のお住まいの住所を入力してください。
入力住所と住民票の住所が異なる理由を申請理由に入
力、または別紙 3 申立書に記入し提出してください。 

2. 私は母と暮らしています。父は単身赴
任中で住民票も単身赴任先に異動して
います。住民票はそれぞれ必要です
か？ 

父の住民票と母の住民票をそれぞれ提出してください。 

家計支持者（父及び母、本人及び配偶者）の住所及び住
民票が異なる場合はそれぞれの住民票が必要です。 

3. 戸建て住宅のため、建物名や部屋番号
はありません。空欄でいいですか？ 

空欄で差し支えありません。 

4. 家計支持者は自宅電話がありません。
空欄でいいですか？ 

家計支持者の自宅電話番号がない場合は家計支持者の携
帯電話番号を入力してください。 

5. 私の世帯は父のみの収入で成り立って
おり、母は専業主婦のため家計を支え
る収入がありませんが、家計支持者に
該当しますか？ 

母の収入の有無に関係なく該当します。 

6. 私は私費外国人留学生で、在留資格は
「留学」です。父母は東京に住んでい
ます。家計支持者は自分ですか？父母
ですか？ 

 

この場合、家計支持者は父母です。 

私費外国人留学生の場合、家計支持者は原則申請者本人
及び配偶者ですが、父母が日本国内に居住している場合
は父母が家計支持者となります。 

7. 父とは死別しています。母は現在病気
療養中で無職です。一緒に暮らしてい
る兄の収入と母の遺族年金で生活して
いますが、家計支持者は誰になります
か？ 

母と兄です。 

兄は父に代わって家計を支えている者とみなします。 

 
 申請理由の入力  

申請理由を入力します。 

授業料免除申請をするに至った理由を具体的に入力してください。（100 文字程度） 
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（悪い例） 

「経済的に困窮しているから」「ひとり親世帯だから」等 

申請理由が具体性に欠けています。申請者本人の状況や、家計支持者及び家庭の状況を踏まえて、なぜ経済
的に困窮しているのかを記載してください。 

 

（例） 

父の勤務先が倒産し 2025 年 9 月以降父は無職です。母も祖母の介護のため無職です。現在は父の雇用保険
の失業給付と祖父からの援助でなんとか生活しています。申請者自身学費を工面する余裕がありません。よ
ってぜひとも授業料を免除していただきたく申請するに至りました。 

 ご注意  
家計支持者が無職の場合は、失職年月と再就職していない理由、現在の生活費の出所を詳しく記載してく

ださい。 

 
 激甚災害被災の有無の入力  

対象激甚災害によって申請者または申請者の家計支持者の自宅が半壊以上の被災を受けた場合、「有」を選
択します。 

その後、詳細情報入力の「申請対象の選択」時に「6 カ月以内（新入生の場合 1 年以内）に風水害等の被害
を受けました。」という設問に必ず「はい」を選択してください。 

 
対象激甚災害は以下のとおりです 

令和 6 年能登半島地震 

 

 ご注意  
上記の激甚災害以外で、6 カ月以内（新入生の場合 1 年以内）に申請者の世帯が火災・風水害・盗難等の

被害を受けた場合は「申請対象の選択」時に「はい」選択してください。 

 

 登録ボタンの押下  

入力完了後に、画面右下の[登録]ボタンをクリックします。 
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(5) 申請内容確認画面  
申請内容確認画面です。 

 
 

入力漏れがないか確認してください。 

この内容が「様式 1-①授業料免除申請書」に印字されます。 

入力したメールアドレス宛にデータ入力の完了メールが届きますので、特にメールアドレスを間違えて入力
しないように注意してください。 

 

 登録ボタンの押下  

全ての申請内容に問題がなければ、画面右下の[登録]ボタンをクリックします。入力を訂正する場合は、[戻
る]ボタンより修正をします。 

登録後、入力したメールアドレスに自動でメールが送信されますので、届いたかどうか確認してください。
届かない場合は、入力メールアドレスが間違っている可能性がありますので確認及び修正し、再度登録を行
ってください。 

 

 メール内容  

登録メールアドレスへ以下のようなメールが届いたか確認してください。 

前後期同時申請 

工学研究科 

博士後期課

 

482387654
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 ご注意  
こちらのメールは申請内容の修正を行った場合でも、その都度送信されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名大ひかり 

登録メールアドレス 
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(6) 完了画面  
基本情報入力の完了画面です。 

 
 

 完了ボタンの押下  

登録後、表示されたダイアログボックスの[OK]ボタンをクリックし、画面右下の[完了]ボタンをクリックし
てください。 

詳細情報の入力画面に進みます。再度メールの送信が必要な場合は、[メール送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 メール送信  

前後期同時申請 
482387654 

工学研究科 
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[メール送信]ボタンをクリックした場合、以下のメッセージが表示されます。 

確認のダイアログボックスの[OK]ボタンをクリックしないと[完了]ボタンはクリックできません。 

 

◎始めて申請した際の確認のダイアログボックス 

 

◎申請情報を修正した際の確認のダイアログボックス 

 
 

 ご注意  
基本情報入力が完了 

    ↓ 

基本情報入力完了メール受信 

    ↓ 

引き続き、詳細情報の入力を進めてください。（次ページ参照） 
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 4. 詳細情報の入力  

 

(1) 申請対象の選択画面  
 

申請対象を入力する画面です。全ての質問項目を回答します。 

 
 

 ご注意  
この見本画面は申請パターン（身分）において「一般学生（独立生計者含む）」を選択した場合に表示さ

れます。「私費外国人留学生」を選択した方は設問が異なりますのでご注意ください。 

  

②次の画面に進みます。 

トップメニューに戻ります。 

①申請する項目を入力します。 
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 入力項目  

質問項目の回答結果によって、必要な申請が変動します。 

自分が対象かどうかわからない場合は詳細説明掲載頁を確認してください。 

 

一般および独立生計学生の場合 
質問 入力項目 詳細説明掲載頁 

必須項目 「家庭状況」 

「就学者状況」 

P. 41 

P. 47 

Q-1 で［はい］を選択した場合 「生活費情報」 P. 59 

Q-6 で［はい］を選択した場合 「就労状況」 P. 51 

Q-7 で［はい］を選択した場合 「奨学金受給状況」 P. 49 

Q-20 で［はい］を選択した場合 「ひとり親世帯情報」 P. 56 

Q-21 で［はい］を選択した場合 「被災情報」 P. 54 

Q-22 で［はい］を選択した場合 「障害者情報」 P. 58 
 

留学生の場合 

質問 入力項目 詳細説明掲載頁 

必須項目 「家庭状況」 

「就学者状況」 

P. 41 

P. 47 

Q-10 で［はい］を選択した場合 「ひとり親世帯情報」 P. 56 

Q-11 で［はい］を選択した場合 「被災情報」 P. 54 

Q-12 で［はい］を選択した場合 「障害者情報」 P. 58 

Q-13 で［はい］を選択した場合 「生活費情報」 

「就労状況」 

P. 59 

P. 51 

Q-15 で［はい］を選択した場合 「奨学金受給状況」 P. 49 
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(2) サブメニュー画面  
 

 
 

 

 サブメニュー一覧  

各サブメニューで入力したいメニューが「申請対象外」または入力不要のメニューが「未登録」等になって
いた場合は、申請対象の選択をやり直してください。 

 

 サブメニュー 詳細説明掲載頁 

1. 家庭状況入力 P. 41 

2. 就学者情報入力 P. 47 

3. 奨学金受給状況入力 P. 49 

4. 就労状況入力 P. 51 

5. 被災情報入力 P. 54 

6. ひとり親世帯情報入力 P. 56 

7. 障害者情報入力 P. 58 

8. 生活費情報入力 P. 59 

入力が確定した項目です 

入力が未確定の項目です 
入力を確定してください 

入力が未登録の項目です 
入力を登録、確定してください 

申請対象外の項目です 

全ての入力を確定（すべての入力項目が白
色か緑色に表示）後にクリックします。 
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ア . 家庭状況入力  

世帯の構成員のうち家計支持者及び家計支持者に扶養されている者（就学者を除く）を入力します。 

 

 新規登録する場合  

 

 

よくある質問 

No. 質問 回答 
1. 本人は学生でアルバイトをしていま

す。勤務先名はアルバイト先を入力
しますか？ 

空欄で差し支えありません。 

（本人の勤務先欄は入力しても印刷時に反映されません） 

2. 父の勤務先が複数あります。 職場ごとに入力してください。 

（例） 

父・名大 颯・53 才・白鷹電工(株)・1991 年 4 月 

父・名大 颯・53 才・社会福祉法人浅間の里・2020 年 10 月 

3. 母は専業主婦で仕事をしていないた
め、勤務先名が入力できません。 

勤務先名は無職※と入力してください。 

雇用開始年月は空欄にしてください。 

（例） 

母・名大 のぞみ・50 才・無職 

明細情報入力エリアを表示ます 

入力を取り消します 
入力した内容を登録します 

各項目を入力します 
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4. 祖母は年金を受給し、仕事をしてい
ないため勤務先名が入力できませ
ん。 

勤務先名は無職※と入力してください。 

雇用開始年月は空欄にしてください。 

（例） 

祖母・名大 とき・78 才・無職 

5. 兄は病気のため退職し病気療養中で
す。勤務先名が入力できません。 

勤務先名は無職※と入力してください。 

雇用開始年月は空欄にしてください。 

（例） 

兄・名大 こだま・26 才・無職 

6. 妹は浪人生で、予備校に通っていま
す。アルバイトはしていないため勤
務先名が入力できません。 

勤務先名は無職※と入力してください。 

雇用開始年月は空欄にしてください。 

（例） 

妹・名大 瑞穂・18 才・無職 

7. 続柄に「子」「伯父・叔父」「伯
母・叔母」等がありません。どれを
選んだらいいですか？ 

「その他」※を選択してください 

その他に該当する方がたくさんいる場合は氏名の後ろにか
っこ書きで続柄を入力してください。 

8. 
 

娘は 4 歳で幼稚園に通っているため
勤務先名が入力できません。 

勤務先名は無職※と入力してください。 

雇用開始年月は空欄にしてください。 

（例） 

その他・名大 さくら・4 才・無職 

9. 父母は離婚し、私は母と同一生計で
す。母は再婚しましたが、私は母の
夫と養子縁組をしていません。 

父欄はだれを書きますか？ 

母の夫※を「父」として入力してください。 

（例） 

父・谷川 剣・57 才・隼市役所・1968 年 4 月 

 

実の父から養育費等を受給している場合は別紙 3 申立書を
使用してください。 

※ 詳細を入力したい方は、氏名または
勤務先欄にかっこ書きで適宜ご入力
ください 

(例)無職の詳細を入力したい場合 

母    ・名大 のぞみ・50 才・無職（専業主婦） 

祖母  ・名大 とき  ・78 才・無職（年金受給） 

兄    ・名大 こだま・26 才・無職（病気療養中） 

妹   ・名大 瑞穂 ・18 才・無職（予備校生） 

その他・名大 さくら・ 4 才・無職（幼稚園生） 

 

(例)続柄の詳細を入力したい場合 

父   ・谷川 剣(母の夫) ・57 才・隼市役所・1968 年 4 月 

その他・名大 さくら(子)  ・ 4 才・無職（幼稚園生） 

 ご注意  
「続柄」は全て申請者本人からみたものです。 

  



 Ⅱ. 授業料免除学生申込システム 
4. 詳細情報の入力 

 
43 

（例 1） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例 2） 

 
 

 

（例 3） 
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 家計支持者による被扶養者の特定方法  

  源泉徴収票   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 確定申告書 第二表   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 市(町)県民税申告書  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 削除、編集する場合  

名大 のぞみ          
名大 ひかり 
名大 つばめ 
名大 瑞穂 
名大 とき 
名大 輝 

 

子 

子 

子 

母 

子 

46  3 14 

10  10  1 

14   3  12 

15  12  3 

18  11  15 

18   3  13 

7 

「控除対象扶養親族」 

「控除対象扶養親族」 

 ご注意  
ここに記載はないが、申請時点（4 月 1 日または 10 月 1

日）において家計支持者の被扶養者に該当している者。 

または、ここに記載されているが、申請時点（4 月 1 日ま
たは 10 月 1 日）において家計支持者の被扶養者から外れ
ている者については、別紙 3 申立書で証明してください。 

令和 7 年分 
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 削除、編集する場合  

今後サブメニュー画面の削除、編集などは以下と同様に対応してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

明細情報入力エリアを表示します 

登録した内容を削除します 

各項目を入力します 

編集した内容を登録します 

入力を取り消します 
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 登録を確定する場合  

今後サブメニュー画面の登録の確定などは以下と同様に対応してください。 

 

 
一時保存する   ：後から入力したい場合に選択します。（サブメニューがオレンジ色になります） 

入力内容で確定する：入力内容で決定する場合に選択します。（サブメニューが緑色になります） 

 

 ご注意  
確定後も修正できますので、変更が生じた場合は修正してください。ただし申請書類提出後の修正は学生

支援課へ申し出てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前の画面に戻ります 

入力完了後［入力内容で確定する］を選択します 

次の画像に進みます 
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イ . 就学者状況入力  

家計支持者（申請者本人除く）または家計支持者に扶養されている就学者を入力します。 

 

 新規登録する場合  

 
 

 

 

 

入力を取り消します 

入力した内容を登録します 

各項目を入力します 

明細情報入力エリアを表示ます 
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よくある質問 

No. 質問 回答 
1. 申請者本人以外に就学者

はいません。本人の内容
を入力しますか？ 
 

就学者が本人のみの場合は、何も入力せず、画面右上の「入力内容で確定
する」を選択し、「次へ」ボタンをクリックしてください。 

2. 申請時点(2 月)で中学生
の弟が 4 月から高校生に
なりますが、受験中で進
学先がまだ決まっていま
せん。中学校の情報を入
力してもいいですか？ 

入力情報は申請年度の 4 月 1 日（または 10 月 1 日）時点を入力してくだ
さい。よって、まずもって申請時点でわかる高校の予定内容を入力してく
ださい。弟が進学先入学後に申請情報を修正していただきますので、進学
先在学に係る証明書とともに学生支援課へ申し出てください。 
（例） 
続柄：弟/氏名：名大 輝/年齢：15 才/学校名：不老大学不老高等学校/学
年：1 年/設置区分：国立/学校種別：高校/通学区分：自宅 
 

3. 妹は農業大学校に通って
います。就学者の扱いに
なりますか？ 

その学校（所属）において学位・称号が取れる場合はその学位・称号に応
じた学校種別を選択し、就学者として入力してください。 
（例）在学校において「専門士」の称号が取れる場合 
続柄：妹/氏名：名大 つばめ/年齢：19 才/学校名：名古屋県立農業大学
校/学年：2 年/設置区分：公立/学校種別：専修学校（専門課程）/通学区
分：自宅外 
 

 

（例） 

 
 

 

 削除、編集する場合  

P.45 と同様に対応してください。 

 

 登録を確定する場合  

P.46 と同様に対応してください。 
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ウ . 奨学金受給状況入力  

申請年度中に受給または申請中（予定,審査期間中を含む）の奨学金を入力します。 

 新規登録する場合  

 
 

よくある質問 
No. 質問 回答 
1. 奨学金を応募したいと考えて

いますが、まだ何に応募する
か決めていません。その場合
はどうしたらいいですか？ 

入力内容が未定のため、「入力なし」で差し支えありません。免除
申請後に奨学金に応募し審査期間中、または採用された場合は学生
支援課へ申し出てください。その際に「収入状況等申告書」及び
「事情聴取書」の修正を行っていただく可能性があります。 

入力を取り消します 

入力した内容を登録します 

各項目を入力します 

明細情報入力エリアを表示ます 

2026/04 

 2026 

 2027/03 
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2. 奨学金応募中のため入力しま
すが、万が一落選した場合は
どうなりますか？ 

入力した申請中の奨学金が採用(または不採用)となりましたら、学
生支援課へ申し出てください。その際に「収入状況等申告書」及び
「事情聴取調書」の修正を行っていただく可能性があります。 

3. 学習奨励費を受給しています
が、どのように入力したらい
いですか？ 

以下のように入力してください。 

（例） ・奨学金区分：その他の奨学金（給付） 

・奨学金名称：学習奨励費 

4. 東海国立大学機構メイク・ニ
ュー・スタンダード次世代研
究事業に採用されましたが、
どのように入力したらいいで
すか？ 

以下のように入力してください。 

（例） 

・奨学金区分：その他の奨学金（給付） 

・奨学金名称：東海国立大学機構メイク・ニュー・スタンダード次
世代研究事業 

5. 卓越大学院プログラムから支
援を受けていますが、どのよ
うに入力したらいいですか？ 

卓越大学院プログラムからは様々な形態の支援があるかと思いま
す。その支援形態により入力方法を変更してください。 

（例） 

①奨学金や教育研究支援経費等の場合 

・奨学金区分：その他の奨学金（給付） 

・奨学金名称：卓越大学院プログラム（プログラム名） 

②RA や研究アシスタント等の雇用形態で給与の支給を受けている 

場合 

・P.51 のエ.就労状況入力のよくある質問 2.または 3.を参照して 

ください。 

6. 受給する奨学金は残り半期分
しかありません。金額はどの
ように入力しますか？ 

前期申請時に月額 10 万円の奨学金を 9 月まで受給予定の場合、以下
のように入力してください。 

（例） 年額（円）：60 万円⇐（10 万円×6 カ月） 

受給期間 ：～2026 年 9 月 

7. 申請時（2 月または 9 月）は
奨学金を受給中ですが、3 月
または 9 月で受給終了です。
入力する必要はありますか？ 

入力する必要はありません。 

申請年度に受給（申請予定）の奨学金について入力してください。 

8. 申請後、入力し忘れた奨学金
が採用になりました。どうし
たらよいですか？ 

No1.と同様に対応してください。 

 

 削除、編集する場合  

P.45 と同様に対応してください。 

 

 登録を確定する場合  

P.46 と同様に対応してください。 
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エ . 就労状況入力  

就労状況画面では、申請対象の選択結果により、以下の項目を入力します。 

 

独立生計者の場合 

「申請対象の選択」においての質問 入力項目 

[独立生計申請での認定を希望しますか？] 

で[はい]を選択した場合 

「前年の収入状況」 
「現在の定職・アルバイトの勤務状況」 

 
 ご注意  
一般学生の身分で申請した場合、申請者本人の収入内容は求めていません。 

 

留学生の場合 

「申請対象の選択」においての質問 入力項目 

[申請者または配偶者がアルバイトや定職
による収入がありますか？]で[はい]を選
択した場合 

「前年の収入状況」 

「現在の定職・アルバイトの勤務状況」 

 

 新規登録する場合  

 

 ご注意  
アルバイトや定職について、それぞれの合計月額を「生活費情報入力」（P.59 参照）のアルバイトまたは

定職に転記してください。 

 

明細情報入力エリアを表示します 

各項目を入力します 

入力した内容を登録します 

入力を取り消します 
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よくある質問 

No. 質問 回答 

1. 学内の TA をする予定で
す。どのように入力したら
よいですか？ 

以下のように入力してください。 

（例） 

時給：1,300 円、担当時間数：30 時間、採用期間：2026 年 4 月～9 月
の場合 
 

勤務先   ：名古屋大学工学研究科 

採用年月日 ：2026 年 4 月 

勤務内容  ：TA 

週当労働時間：約 1 時間（⇐30 時間÷24 週） 

収入月額  ：6,500 円（1,300 円×30 時間÷6 カ月） 

2. 学内の RA をする予定で
す。どのように入力したら
よいですか？ 

以下のように入力してください。 

（例 1：発令通知書の場合） 

時給：1,500 円、担当時間数：792 時間、採用期間：2026 年 4 月～
2027 年 3 月の場合 
 

勤務先   ：名古屋大学大学院工学研究科 

採用年月日 ：2026 年 4 月 

勤務内容  ：RA 

週当労働時間：約 16 時間（⇐792 時間÷48 週間） 

収入月額  ：99,000 円（1,500 円×792 時間÷12 カ月間） 

（例 2：労働条件通知書の場合） 

時給：1,482 円、1 週間当たりの勤務時間：9 時間、採用期間：2026

年 4 月～2027 年 3 月の場合 
 

勤務先   ：名古屋大学大学院工学研究科 

採用年月日 ：2026 年 4 月 

勤務内容  ：RA 

週当労働時間：9 時間 

収入月額  ：53,352 円（1,482 円×9 時間×4 週間） 

3. 学内の研究アシスタント、
事務補佐員、技術補佐員を
する予定です。どのように
入力したらよいですか？ 

RA と同様に入力してください。 

4. TA は前期分しかありませ
ん。後期分はどうしたらよ
いですか？ 

後期変更申請をして、10 月 1 日現在の状況を申告してください。 
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5. 学内の TA・RA の採用が決
定していますが、発令通知
書や労働条件通知書がまだ
発行されていません。どう
すればよいですか？ 

予定期間、予定受給金額等を入力し、発行され次第提出する旨を学生
支援課へ申し出てください。 

発行されましたら速やかに提出してください。 

6. 日本学術振興会特別研究員
に採用されました。どのよ
うに入力したらよいです
か？ 

令和 8 年度より、日本学術振興会特別研究員の場合、本制度への申請
ができません。そのため、該当する場合は申請の取下げをしてくださ
い。 

（日本学術振興会特別研究員として全額免除を受けることに変わりは
ありません） 

 

（例） 

【販売員】 
時給    ：1,100 円 
勤務先   ：○×ストア 
採用年月日 ：2025 年 10 月 
勤務内容  ：販売員 
週当労働時間：8 時間 
収入月額  ：35,200 円(32 時間/月×1,100 円) 
 

【TA】 

時給：1,500 円、担当時間数：30 時間、採用期間：2026 年 4 月～9 月の場合 

勤務先   ：名古屋大学工学研究科 

採用年月日 ：2026 年 4 月 

勤務内容  ：TA 

週当労働時間：約 1 時間（⇐30 時間÷24 週間） 

収入月額  ：7,500 円（1,500 円×30 時間÷6 カ月間） 

 

【RA】 

時給：1,500 円、担当時間数：792 時間、採用期間：2026 年 4 月～2027 年 3 月の場合 

勤務先   ：名古屋大学大学院工学研究科 

採用年月日 ：2026 年 4 月 

勤務内容  ：RA 

週当労働時間：約 16 時間（⇐792 時間÷48 週） 

収入月額  ：99,000 円（1,500 円×792 時間÷12 カ月） 
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 削除、編集する場合  

P.45 と同様に対応してください。 

 

 登録する場合  

P.46 と同様に対応してください。 

 

オ . 被災情報入力  

被災世帯の方は入力します。 

また、基本情報入力の激甚災害の有無において「有」を選択した方は入力します。 

 新規登録する場合  

 

明細情報入力エリアを表示ます 

各項目を入力します 

入力した内容を登録します 

入力を取り消します 

2025-10-01 

2026-04-01 

2026-04-01 

○×ストア 
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【該当要件】 

1. 日本国内にいる学生本人もしくは当該学生の学資負担者が、申請時の 6 ヶ月以内（新入学者に対する入
学した日の属する期分の免除に係るは、入学前 1 年以内）に火災や風水害、盗難等によって被害を受け
たために将来長期にわたって支出増または収入減と認められること。 

2. 日本国内にいる学生本人もしくは当該学生の学資負担者が、対象激甚災害に被災していること。 

3. 上記 1.または 2.を証明する以下の書類を提出すること。 

 罹災（被災）証明書（写） 

 被害金額のわかる書類（見積書または領収書等）（写） 

 損害保険金等支払（補填）がわかる書類（写） 

 

 ご注意  
私費外国人留学生のうち、母国においての被災は対象外です。 

 

 削除、編集する場合  

P.45 と同様に対応してください。 

 

 登録を確定する場合  

P.46 と同様に対応してください。 
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カ . ひとり親世帯情報入力  

ひとり親世帯の情報を入力します。 

 登録、編集する場合  

 

【該当要件】 

1. 父または母のいずれかがいない場合 

2. 父及び母の両方がいない場合 

3. 上記 1.または 2.を証明する以下の書類のいずれかを提出すること 

 令和 7 年分源泉徴収票の写し、令和 7 年分確定申告書第二表の写しまたは令和 8 年度市(町)県民税
申告書の写し（寡婦・ひとり親控除欄にチェックが入っているもの） 

 遺族年金を受給していることがわかるもの 

 児童扶養手当を受給していることがわかるもの 

 戸籍謄本または抄本（提出時より 3 か月以内に発行されたもの） 

※ 上記書類以外で証明できるものがありましたら提出してください。その際はその書類上のどこで何
を証明しているのか説明してください。 

 

 ご注意  
私費外国人留学生のうち、母国においてひとり親世帯であることは対象外です。 

 

なお、ひとり親世帯で次の 1.～6.に該当した場合、ひとり親控除が認定される可能性があります。 

1. 母または父と 18 歳未満※の子の世帯 

2. 母または父と 18 歳未満※の子及び 60 歳以上で家計支持者に扶養されている祖父母の世帯 

3. 18 歳未満※の子の世帯 

4. 祖父母と 18 歳未満※の子の世帯 

父親情報と母親情報のいずれかまたは
その両方を入力します 
入力が不要な際は状況エリアに「―」
を選択してください 

前の画面に戻ります 

入力完了後、「入力内容で確定する」を選択します 

次の画面に進みます 
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5. 配偶者のいない兄姉と 18 歳未満※の子の世帯 

6. 配偶者のいない兄姉と 18 歳未満※の子及び家計支持者に扶養されている祖父母の世帯 

※ 『18 歳未満の子』とは 18 歳以上の就学者（本人を含む）及び長期に療養を要する、または心身に障害が
ある場合等で、経済力がない人のことをさします。 

 

 ひとり親世帯の確認方法の一例  

 源泉徴収票   

 

 

 確定申告書 二表   

 
 

 市(町)県民税申告書   

 
 

 

よくある質問 

No. 質問 回答 
1. 私はひとり親世帯ですが、生まれた

時から父はいませんので名前もわか
りません。 
どのように入力したらよいですか？ 

父親情報欄に以下のように入力してください。 
（例） 
父：生別/1998 年 5 月※/不明 
（※開始時期は申請者の誕生年月にしてください） 

2. 
 

私は両親とはすでに死別し、祖父母
の扶養内で生活しています。 

父親情報・母親情報ともに以下のように入力してください。 
（例） 
父：死別/2007 年 2 月/名大 颯 
母：死別/2015 年 7 月/名大 のぞみ 

3. 私は独立生計者ですが、配偶者とは
離別しており、小学生の子供と二人
世帯です。 

父親情報欄に以下のように入力してください。 
（例） 
父：生別/2020 年 6 月/不老 翼 

 

 
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キ . 障害者情報入力  

障害者（または相応の者）の情報を入力します。 

 新規登録する場合  

 
 

【該当要件】 

1. 世帯の構成員の中に、以下のいずれかに該当する者がいること 

① 身体障害者手帳、精神保健福祉手帳、もしくは療育手帳を所持する者、またはこれに準ずる者 

② 公害疾病の認定を受けた者でかつ当該公害による身体上の障害がある者 

③ 原子爆弾による被爆者で身体等の機能に障害のある者 

④ 常に精神上の障害により事理を弁識する能力を欠く状態にある者、もしくは知的障害者と判定され
た者 

 

2. 上記 1.を証明する以下の書類のいずれかを提出すること 

 身体障害者手帳の写し 

 療育手帳の写し 

 精神保健福祉手帳の写し 

 公害医療手帳の写し 

 被爆者手帳の写し 

※ 上記書類以外で証明できるものがありましたら提出してください。その際はその書類上のどこで何
を証明しているのか説明してください。 

 

 

 

明細情報入力エリアを表示ます 

各項目を入力します 

入力を取り消します 

入力した内容を登録します 
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 削除、編集する場合  

P.45 と同様に対応してください。 

 

 登録を確定する場合  

P.46 と同様に対応してください。 

 

ク . 生活費情報入力  

独立生計者及び私費外国人留学生が入力します 

奨学金受給状況やアルバイト情報入力と誤差が出ないよう注意してください 

 

 登録、編集、確定する場合  

 

 
 

前の画面に戻ります 

入力完了後、「入力内容で確定する」を選択します 

次の画面に進みます 

各項目を入力します 

2026/04/01 

前期後期同時申請：2026年 4月～2027年 3月の 1か月間の平均生活費 
前期のみ申請：2026年 4月～9月までの 1か月間の平均生活費 
後期のみ申請：2026年 10月～2027年 3月の 1か月間の平均生活費 
入力後は画面上部の「入力内容で確定する。」を選択し、「次へ」を押してください。 
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よくある質問 

収入 
No. 質問 回答 
1. 前後期同時申請をしますが、奨学金は前期

（9 月末）で受給終了予定です。後期からは
その分を両親から仕送りしてもらう予定で
す。どのように入力したらいいですか？ 

奨学金は受給月額を入力してください。受給終了後は
仕送りに変更するとのことですので、後期変更申請を
してください。 

2. 数種類のアルバイトを掛け持ちしていま
す。 

金額はまとめて入力していいですか？ 

まとめて入力してください。ただし、「就労状況入
力」において入力するアルバイトの月額を合算したも
のと同額になるようにしてください。 

（例） 

就労状況入力において 

○×ストア：32,000 円/月 

TA：7,500 円/月 

RA：99,000 円/月 

合計：138,500 円/月 

生活費情報入力において        同額 

アルバイト：138,500 円/月 

 

3. その他収入とは何を入力したらいいです
か？ 

入力項目に当てはまらない収入がありましたら使用し
てください。 

4. 預貯金等は何を指しますか？ 預貯金等を切り崩して生活費に充てているのであれ
ば、預貯金等の額（1 か月あたり）を入力してくださ
い。あなたの預貯金総額を入力するわけではないの
で、ご注意ください。 

支出 
No. 質問 回答 
1. 住居費は家賃のみの入力でいいですか？ 賃貸借契約書を確認し、以下の項目もありましたら家

賃と合算して入力してください。 

（例） 

管理費・共益費・町内会費・サポート費・振込み（引
落し）費・駐車場費 

※ただし水道代や電気代等は水道光熱費に入力してく
ださい。 

2. 通信費とは何ですか？ 携帯電話、インターネット等の費用です。 

3. 携帯電話の費用は、母国の父母が支払って
います。 

この場合も入力しますか？ 

あなたが使用するものに係る費用のため入力してくだ
さい。 
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4. 日常生活費とはなんですか？ トイレットペーパー・ティッシュペーパー・マスク・
洗剤等の衛生用品、衣服・下着・靴等の衣料品、その
他日常生活等にかかる費用です。 

5. 国民年金の保険料はどこに入力しますか？ その他（貯金等）に入力してください。 

(3) サブメニュー画面（入力完了後）  
全ての項目の入力を確定（全ての入力項目が白色または緑色に表示）後、画面下部の[上記内容で、申請し

ます。] ボタンをクリックします。 

 
 

(4) 申請内容確認画面  
完了画面です。登録完了後、自動でメールが送信されます。 

 

必要書類の一覧が表示されますので、申請〆切日までに申請書類を揃えて提出してください。 

間に合わない書類がある場合は、提出期日を記載したメモ等を同封し、追って提出してください。 

また、審査の段階で確認すべき事項があった場合は、この画面に表示されなかった書類の追加提出を求める
ことがあります。 

 

 ご注意  
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この画面を再度確認するためには免除システムの都合上、免除内容の修正から進めていただく必要があり
ますので、スクリーンショット等で画像を保存しておくことをお勧めします。 

 

 

 完了ボタンの押下  

登録完了後、自動でメールが送信されます。 

申請内容を確認後、[完了]ボタンをクリックします。 

再度メールの送信が必要な場合は、[メール送信]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 メール送信  

メール送信後、以下のメッセージが表示されます。 



 Ⅱ. 授業料免除学生申込システム 
4. 詳細情報の入力 
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 メール内容  

登録メールアドレスへ以下のようなメールが届いたか確認してください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名大ひかり 

登録メールアドレス 
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5. 申請内容印刷  

 

(1) 申請内容印刷画面  
入力した申請内容をもとに各種申請書を出力します。 

 

 
 

様式の種類 一般 独立生計者 私費外国人留学生 
様式 1-① 授業料免除申請書 ○ ○  
様式 留 1-① 授業料免除申請書   ○ 
様式 1-② 家庭状況調書 ○ ○  
様式 留 1-② 家庭状況調書   ○ 
様式 2 収入状況等申告書  ○  
様式 留 2 収入状況等申告書   ○ 
様式 3 事情聴取調書  ○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップメニューに戻ります 

申請内容を印刷します 



 Ⅱ. 授業料免除学生申込システム 
5. 申請内容印刷 
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(2) 申請書類見本  

授業料免除申請書（一般学生・独立生計者）  

一般学生及び独立生計者は全員提出が必要です 

※基本情報入力において入力した内容が印字されます 

 
 

  

印刷後、該当項目に してください 

2026年 4月
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 授業料免除申請書（私費外国人留学生）  

私費外国人留学生は全員提出が必要です 

※基本情報入力において入力した内容が印字されます

 
  

印刷後、該当項目に してください 

2026年 4月 12日 

 



 Ⅱ. 授業料免除学生申込システム 
5. 申請内容印刷 
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 家庭状況調査書（一般学生・独立生計）  

一般及び独立生計者は全員提出が必要です 

※詳細情報入力において入力した内容が印字されます 

（本人の通学区分のみ基本情報にて入力した内容です）

 

 

 

 

［修正する際の確認場所］ 

本書式の左側・・・・詳細情報入力の家庭状況入力 

本書式の右上・・・・基本情報入力 

本書式の右真ん中・・詳細情報入力の就学者情報入力 

本書式の右下・・・・詳細情報入力のひとり親世帯情報入力 

          詳細情報入力の障害者情報入力 

          詳細情報入力の被災情報入力 

 

 

 

 

 

印刷後、勤務先がある場合は、その勤務先での

雇用形態を記入してください。 

（例） 

正規社員・派遣社員・アルバイト・パート 

・自営業・専従者等 

印刷後、入力時にチェックしたものを再度 してください 
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 家庭状況調査書（私費外国人留学生）  

私費外国人留学生は全員提出が必要です 

※詳細情報入力において入力した内容が印字されます 

（本人の通学区分のみ基本情報にて入力した内容です）

 
 

 

［修正する際の確認場所］ 

本書式の左側・・・・詳細情報入力の家庭状況入力 

本書式の右上・・・・基本情報入力 

本書式の右真ん中・・詳細情報入力の就学者情報入力 

本書式の右下・・・・詳細情報入力のひとり親世帯情報入力 

          詳細情報入力の障害者情報入力 

          詳細情報入力の被災情報入力 

 

 

  

印刷後、勤務先がある場合は、その勤務先での

雇用形態を記入してください。 

（例） 

正規社員・派遣社員・アルバイト・パート 

・自営業・専従者等 

印刷後、入力時にチェックしたものを再度 してください 



 Ⅱ. 授業料免除学生申込システム 
5. 申請内容印刷 
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 収入状況等申告書（独立生計）  

独立生計者は全員提出が必要です

 

 

 

［修正する際の確認場所］ 

本書式の上側・・・・詳細情報入力の奨学金受給状況入力 

本書式の下側・・・・詳細情報入力のアルバイト情報入力 

  

印刷後、作成日の記入と申請者の署名を行ってください 
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 収入状況等申告書（私費外国人留学生）  

私費外国人留学生は全員提出が必要です

 
 

 

［修正する際の確認場所］ 

本書式の上側・・・・詳細情報入力の奨学金受給状況入力 

本書式の下側・・・・基本情報入力 

  

印刷後、作成日の記入と申請者の署名を行ってください 



 Ⅱ. 授業料免除学生申込システム 
5. 申請内容印刷 

 
71 

 事情聴取調書  

私費外国人留学生及び独立生計者は全員提出が必要です

 

 

［修正する際の確認場所］ 

本書式の上側・・・・詳細情報入力の生活費情報入力 

本書式の下側・・・・詳細情報のアルバイト状況入 

(独立生計申請者のみ)印刷後、申請者の署

名を行ってください 

(私費外国人留学生のみ)印刷後、指導教員または生活状況をご

存じの先生に✓とサインをもらってください。 

対面での記入が難しい場合は、先生にこの書類のデータを送付

しサインしたものを返信してもらい提出するか、確認してもら

ったことがわかるメール文をあわせて提出してください。 
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6. 書類提出日時の予約  

・書類提出会場で提出を希望する場合は以下の予約手続きを行ってください。(法科大学院生の方の提出先は
文系教務課のため、システム上で予約を行う必要はありません) 

・学生支援課窓口または郵送で提出する場合は予約不要です。 

 （書類提出会場の設置日は学生支援課窓口での書類提出ができませんのでご注意ください） 

(1) トップメニュー画面の【書類提出日時の予約へ】より予約を行います。 

 

(2) 希望する日時で「予約」ボタンを選択します。 

※英語対応を希望の場合「Higashiyama Campus（English）」の予約枠を選択してください。 

※独立生計申請希望者（日本人大学院生のみ）は「独立生計申請」の予約枠を選択してください。 

 

② 希望日時で「予約」ボタンを

選択します 

① プルダウンより希望日を選択

します 



 Ⅱ. 授業料免除学生申込システム 
6. 書類提出日時の予約 
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(3) 予約の完了画面です。確認メッセージの「ＯＫ」を押してください。 

 

※予約済みの日時には    ボタンが表示されています。予約した日時に間違いがないか確認してく
ださい。 

 

 

 予約日時の変更・キャンセルをしたい場合  

ボタンを押すと、その予約をキャンセルできます。 

予約日時の変更をしたい場合、一旦予約のキャンセルをしてから、改めて予約をし直してください。 

 

予約キャンセルの画面です。 

 
 

 

 

予約した日時はこちらです 
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 書類提出日程・時間  

申請書類の提出会場及び日時は、下記【予約に関する注意事項】をご確認いただき、該当する日程にてご予
約ください。（書類提出会場の場所は P.86 参照） 

鶴舞キャンパス及び大幸キャンパスでは書類の提出ができません。ご了承ください。 

法科大学院生の書類提出先・問い合わせ先は「文系教務課」です。 

 

1. 2025 年度 10 月以前入学者 

日程（予約制） 場所 

3 月 16 日（月）・17 日（火）・18 日（水）・19 日（木） 

いずれも 9：30～16：00 

東山キャンパス 

豊田講堂シンポジオンホール 

（キャンパス MAP D3⑤） 

    上記日程での書類提出ができない場合、次の期限までに学生支援課へ提出してください。 

 【書類提出期限】3 月 23 日（月）【必着】 

※法科大学院生のみ文系教務課統括・学生支援グループ免除担当宛に提出してください【 3 月 9 日（月）当日消印有効】 

 

2. 2026 年度 4 月入学新入生 (学内進学者含む) 

日程（予約制） 場所 

4 月 20 日（月）・21 日（火）・22 日（水） 

いずれも 9：30～16：00 

東山キャンパス 

豊田講堂シンポジオンホール 

（キャンパス MAP D3⑤） 

 上記日程での書類提出ができない場合、次の期限までに学生支援課へ提出してください。 

 【書類提出期限】4 月 23 日（木）【必着】 

※法科大学院生のみ文系教務課統括・学生支援グループ免除担当宛に提出してください【4 月 20 日（月）当日消印有効】 

 

 

3. 2026 年度 10 月入学新入生  未定（9 月上旬に本学ホームページ掲載予定） 

 

 予約に関する注意事項  

・学生支援課窓口または郵送で提出する場合は予約不要です。（書類提出会場の設置日は窓口提出不可） 

・免除申込システム申請可能期間終了後も「書類提出日時の予約」は可能です。 

・予約の変更やキャンセルをした場合、学生支援課に別途ご連絡いただく必要はありません。 

・当日は予約時間の 5 分前までに会場までお越しください。（書類提出会場の場所は P. 86 参照） 

・予約なしで会場に来られた場合は、予約されている方を優先してご案内します。 

https://www.nagoya-u.ac.jp/extra/map/index.html
https://www.nagoya-u.ac.jp/extra/map/index.html
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Ⅲ. 提出必要書類名一覧 
 

  



 
76 

1. 提出必要書類とは  

提出必要書類は、申請内容により異なります。 

申請内容とは、入学料・授業料免除申込システム ▷ 詳細情報入力 ▷ 「申請対象の選択」の設問で「はい」
を選択したものです。 

ここに改めてその設問内容を掲載いたしますので、自分がどの設問に「はい」と答えたのか確認してくださ
い。そして、表示された提出書類の注意事項をよく読み、必要内容が網羅されたものを提出してください。 

 

 申請対象の選択の設問一覧  

 

一般及び独立生計者 
Q-1 独立生計申請での認定を希望します。 

※Q-1 において「いいえ」を選択した場合、Q-2～10 は選択不要です。 

※Q-2～5 すべての要件を満たさない場合、独立生計申請はできません。 

Q-2 以下 A～C のいずれかに該当します。 

A：本人（配偶者含む）に、年間 130 万円を超える収入（給与収入または所得）があり、その収入
について所得申告がなされ、所得課税証明書が発行される。※この収入に各種借入は該当しませ
ん。 

B：本人（配偶者含む）に、今年度給与収入（例：奨学金（年額）、アルバイト等も含めた総額）
または所得が 130 万円を超える見込み ※この収入に各種借入（貸与奨学金除く）は該当しませ
ん。 

C：本人が本学への入学のために退職（休職等）し無収入になった者で、就労時の預貯金により生
活を行っており、その預金残高が 130 万円を超えているもの 

Q-3 申請者は所得税法上及び社会保険上、父母等（配偶者除く）の扶養親族ではありません。 

Q-4 申請者（または配偶者）の父母等と別居しています。 

Q-5 申請者は父母等（配偶者を除く）から経済的な援助を受けていません。 

※「経済的な援助を受けていない」ということは申請者自身（及び配偶者）が生活する上で必要と
する全ての費用を申請者自身（及び配偶者）が支払っていることを指します。 

Q-6 申請者及び申請者の配偶者がアルバイトや定職による収入があります。 

Q-7 申請者及び申請者の配偶者は奨学金を受給または申請しています。 

※一般申請者で日本学生支援機構奨学金を受給または申請している者は「いいえ」を選択してくだ
さい。 

Q-8 (奨学金を受給している・申請している場合)受給または申請している奨学金は直接応募のもので
す。 

Q-9 配偶者が日本学術振興会特別研究員に採用されています。 

Q-10 申請者及び配偶者に名古屋大学または他大学で勤務している者がいます。 

Q-11 家計支持者は(パート・アルバイトを含む)給与所得があり、2025 年 1 月 1 日以前より勤務している
勤務先があります。 
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Q-12 家計支持者は(パート・アルバイトを含む)給与所得があり、2025 年 1 月 2 日以降に勤務を開始した
勤務先があります。 

Q-13 家計支持者は(自営業等の)給与所得以外の所得(内職を含む)があります。または給与所得者で確定
申告を行っています。 

Q-14 家計支持者は前年(2025 年)の中途または当年(2026 年)に退職・廃業しました。 

Q-15 家計支持者は前年(2025 年)の中途または当年(2026 年)に転職・開業しました。 

Q-16 家計支持者が失業給付金の受給者または申請時に休職しています。 

Q-17 家計支持者は年金受給者です。 

Q-18 家計支持者は傷病手当を受給しています。 

Q-19 世帯の中に義務教育を除く就学者がいます。 

Q-20 ひとり親世帯です。 

Q-21 申請者または家計支持者が 6 カ月以内(新入生の場合 1 年以内)に風水害等の被害を受けました。(激
甚災害に被災した場合も含む) 

Q-22 障害を持っている世帯構成員がいます。 

Q-23 申請者は留年または標準修業年限を超過しています。 

Q-24 特に説明が必要な事項があります。 

Q-25 (該当する学部生のみ「はい」を選択してください)申請者は 2019 年度以前の学部入学生であり、
高等教育の修学支援制度の申請資格がありません。 

Q-26 (独立生計認定希望者は「いいえ」を選択してください)申請者は愛知・岐阜・三重のいずれかに家
族が在住の自宅外通学者です。 

Q-27 (独立生計認定希望者は「いいえ」を選択してください)申請者の学資負担者が 6 カ月以内(新入生の
場合 1 年以内)に死亡しました。 

Q-28 (独立生計認定希望者は「いいえ」を選択してください)申請者の世帯は生活保護受給世帯です。 

 

私費外国人留学生 
Q-1 申請者を除く家計支持者が日本に居住しています。 

※Q-1 において「いいえ」を選択した場合、Q-2～10 は選択不要です。 

Q-2 家計支持者は(パート・アルバイトを含む)給与所得があり、2025 年 1 月 1 日以前より勤務していま
す。 

Q-3 家計支持者は(パート・アルバイトを含む)給与所得があり、2025 年 1 月 2 日以降より勤務していま
す。 

Q-4 家計支持者は(自営業等の)給与所得以外の所得(内職を含む)があります。 または給与所得者で確定
申告を行っています。 

Q-5 家計支持者は前年の中途または当年に退職・廃業しました。 

Q-6 家計支持者は前年の中途または当年に転職・開業しました。 

Q-7 家計支持者は失業給付金の受給者です。 

Q-8 家計支持者は年金受給者です。 
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Q-9 家計支持者は傷病手当を受給しています。  

Q-10 ひとり親世帯です。 

Q-11 6 カ月以内(新入生の場合 1 年以内)に風水害等の被害を受けました。 

Q-12 障害を持っている家族世帯構成員がいます。 

Q-13 申請者または配偶者が前年又は当年にアルバイトや定職による収入があります。 

Q-14 家計支持者は申請時に休職しています。 

Q-15 申請者及び申請者の配偶者は奨学金を受給または申請しています。 

Q-16 (奨学金を受給している・申請している場合)受給または申請している奨学金は直接応募のもので
す。 

Q-17 配偶者が日本学術振興会特別研究員に採用されています。 

Q-18 申請者及び配偶者に名古屋大学または他大学で勤務している者がいます。 

Q-19 世帯に日本において義務教育を除く就学者がいます。 

Q-20 申請者は留年または標準修業年限を超過しています。 

Q-21 特に説明が必要な事項があります。 
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2. 書類名  

 

(1) 授業料免除申込システム内で印刷できる書類  
備考のとおり、該当者は必ず提出が必要な書類です。 

No. 書類名 備考 

1. 【様式 1-①】名古屋大学授業料免除申請書 全員提出が必要 

2. 【様式 1-②】家庭状況調査書 全員提出が必要 

3. 【様式 2】収入状況等申告書 独立生計者及び私費外国人留学生は提出が必要 

4. 【様式 3】事情聴取調書 独立生計者及び私費外国人留学生は提出が必要 

 

(2) 入学料・授業料免除制度 SHAREPOINT ページからダウンロードできる書類  
該当者のみ提出する書類です。 

No. 書類名 注意事項 
必要理由 

申請対象の選択の設問 
(P.76～78 参照) 

発行先 

1. 【別紙 1】 
在学状況申告書 

 【一般・独立生計】 
Q. 19 
【私費外国人留学生】 

Q. 19 

 

2. 【別紙 2】 
給与見込証明書 

 【一般・独立生計】 
Q. 12，15 
【私費外国人留学生】 

Q. 3，6 

勤務先 

3. 【別紙 3】 
申立書 

 【一般・独立生計】 
Q. 24 
【私費外国人留学生】 

Q. 21 

 

4. 【別紙 4-1】 
給与支給（予定）証明書 

【別紙 4-2】を提出する
場合は不要です 

【私費外国人留学生】 
Q. 13 

勤務先 

5. 
【別紙 4-2】 
給与（アルバイト等(3 か月
分)）明細書添付用紙 

【別紙 4-1】を提出する
場合は不要です 

【私費外国人留学生】 
Q. 13 

 

6. 
【別紙 5】 
高等教育の修学支援新制度
申請資格確認書 

本制度の申請資格を満
たす日本人学部学生の
うち、高等教育の修学
支援新制度認定外の方
のみ提出してください 

【一般】 
Q. 25 

 

7. 【別紙 6】 
修業年限超過の理由書 

左記別紙 6 とあわせて
超過の理由を証明する
書類の提出が必要です 

【一般・独立生計】 
Q. 23 
【私費外国人留学生】 

Q. 20 
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(3) 入学料免除（徴収猶予）申請者全員が提出する書類  
設問に関係なく全員が提出する書類です 

No. 書類名 注意事項 発行先 

1. 名古屋大学入学料免除・
徴収猶予申請書 
 

 本学ホームページからダウンロードできます  

 

 

(4) 授業料免除申請者全員が提出する書類  
設問に関係なく全員が提出する書類です。 

No. 書類名 注意事項 発行先 
2. 住民票 ◎申請パターン（身分）に応じた家計支持者のもの 

 提出時 3 ヶ月以内に発行されたもの 
 「世帯全員」分である旨の記載があるもの 
 マイナンバーが記載されていないもの 
 私費外国人留学生は「在留資格」の記載があるもの 

市区町村 

 

 

(5) 該当者が提出する書類  
 

 ご注意  

重複する書類は一部用意していただければ差し支えありません。 

「写」と記載がある者はコピーで差し支えありません。「写」の記載がない場合は原本を提出してください。 

No. 書類名 注意事項 
必要理由 

申請対象の選択の設問
(P.76～78 参照) 

発行先 

1. 申請時において 
最新の所得・課税(非
課税)証明書 
※発行する自治体によ
っては「市民税・県民
税課税(非課税)証明
書」という名称になっ
ている場合がありま
す。 

◎一般申請は家計支持者（父および母）のもの 
◎独立生計申請は家計支持者（本人および配偶者）のもの 
◎留学生は提出不要。ただし、父母が日本在住の場合、父お
よび母のものを提出、配偶者がいる場合、配偶者および本人
のものを提出すること。 
 「収入額」と「市・県民税額」、各種控除、扶養人数が明
記されていること。 
 すべてが明記された証明書が発行されない場合は、「課税
または非課税証明書」と「所得証明書」を併せて提出する
こと。 

 ご注意  
 2025 年 1 月 1 日に日本に住民登録がない場合は発行できま
せん。その場合は提出不要です。 

市区町村 

2. 医師による診断書等 学資負担者が申請時現在（4 月
1 日または 10 月 1 日）におい
て、6 か月以上に渡る期間療養

【日本人等学部入学料免除
申請者において該当する
場合のみ提出するもの】 

医療機関
等 



 Ⅲ. 提出必要書類名一覧 
2. 書類名 

 
81 

中である旨が記載されているこ
と 
 

3. 2025 年（令和 7 年）分
源泉徴収票の（写） 

 退職日の記載があれば退職日
の証明としても可能 

 寡婦・ひとり親控除欄にチェ
ックがあれば、ひとり親世帯
の証明としても可能 
 

【一般・独立生計】 
Q- 11, 12, 14, 15 
【私費外国人留学生】 

Q- 2, 3, 5 

勤務先 

4. 2025 年(令和 7 年)分確
定申告書の控の（写） 
・第一表 
・第二表 
・第三表(該当者のみ) 

 第二表の寡婦・ひとり親控除
欄にチェックがあれば、ひと
り親世帯の証明としても可能 

 所得の内訳に「別紙あり」等
の記載があればその別紙も提
出すること 
 

【一般・独立生計】 
Q- 13 
【私費外国人留学生】 

Q- 2, 3, 4, 5 

税務署等
に申告し
た控 

5. 2026 年(令和 8 年)度市
(町)県民税申告書の
（写） 
・表面 
・裏面 

表面の寡婦・ひとり親控除欄に
チェックがあれば、ひとり親世
帯の証明としても可能 

【一般・独立生計】 
Q- 13, 20 
【私費外国人留学生】 

Q- 4, 10 

自治体等
に申告し
た控 

6. 年間の収支見込計算書
（様式自由） 

起業した年月から 1 年間分の収
入と支出の見込を作成すること 

【一般・独立生計】 
Q- 15 
【私費外国人留学生】 

Q- 6 

 

7. ・最新の年金額改定通
知書の（写） 
・最新の年金決定通知
書・支給額変更通知書
（写） 
・最新の年金振込通知
書の（写） 
・2025 年(令和 7 年)分
公的年金等の源泉徴収
票（写） 
・国民年金・厚生年金
保険年金証書（写） 
(年金を請求したばか
りの場合) 

いずれかの書類を提出すること 【一般・独立生計】 
Q- 17 
【私費外国人留学生】 

Q- 8 

日本年金
機構等 

8. 前職の退職の証明書 退職者名・退職日・退職した職
場名の記載があること 

【一般・独立生計】 
Q- 14 
【私費外国人留学生】 

Q- 5 

勤務先 

9. ・廃業の証明書 届出書の場合は税務署受付印が
あるもの 

【一般・独立生計】 
Q- 14, 15 
【私費外国人留学生】 

税務署 
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・個人事業の開業・廃
業等届出書の控えの
（写） 

Q- 5 

10. 雇用保険受給資格者証
(1 面～4 面の) （写） 

 【一般・独立生計】 
Q- 16 
【私費外国人留学生】 

Q- 7 

ハローワ
ーク 

11. 休職証明書 勤務先名、休職者名、休職期間
の記載があるもの 

【一般・独立生計】 
Q- 16 
【私費外国人留学生】 

Q- 14 

勤務先 

12. 休職期間中に給与・手
当等が支給される場合
はその支給額がわかる
書類の（写） 
 

 【一般・独立生計】 
Q- 16 
【私費外国人留学生】 

Q- 14 

 

13. 傷病手当の金額・期間
のわかる通知の（写） 

 【一般・独立生計】 
Q- 18 
【私費外国人留学生】 

Q- 9 

 

14. 直接応募の奨学金の採
用通知書等の（写） 

奨学金名・受給期間・受給金額
のわかる通知書 

【一般・独立生計】 
Q- 7 
【私費外国人留学生】 

Q- 15  

奨学金団
体 

15. 東海国立大学機構メイ
ク・ニュー・スタンダー
ド次世代研究事業、 
TokAI BOOST 次世代
AI人材育成事業の認定
通知書の写（写） 
 

氏名・認定期間・金額のわかる
通知書 

【一般・独立生計】 
Q- 7 
【私費外国人留学生】 

Q- 15 

 

16. (配偶者の)日本学術振
興会特別研究員の採用
決定通知の（写） 

資格・採用期間・研究奨励金額
のわかる通知書 
 

【一般・独立生計】 
Q- 9 
【私費外国人留学生】 

Q- 17 

独立行政
法人日本
学術振興
会 

17.  発令通知書の（写） 
 担当授業科目・配分
時間数決定通知の
（写） 
（両方必要） 

本学の TA または RA は採用時
に発行される 
雇用期間・勤務時間数・時給の
わかる書類 
 

【一般・独立生計】 
Q- 10 
【私費外国人留学生】 

Q- 18 

勤務先 

18.  労働条件通知書の
（写） 
 勤務時間台帳の
（写） 
（両方必要） 

 

本学の RA、研究アシスタン
ト、事務補佐員または技術補佐
員は採用時に発行される 
雇用期間・勤務時間数・時給の
わかる書類 

【一般・独立生計】 
Q- 10 
【私費外国人留学生】 

Q- 18 

勤務先 



 Ⅲ. 提出必要書類名一覧 
2. 書類名 
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19. 金額・年間時間数・雇
用期間のわかる書類の
（写） 

本学のチューターまたは他大学
の非常勤講師 

【一般・独立生計】 
Q- 10 
【私費外国人留学生】 

Q- 18 

勤務先 

20. マイナ保険証のマイナ
ポータルに表示される
被保険者資格情報 
の PDFファイルを印刷
したもの 

 有効期限内のもの 
 「資格情報のお知らせ」は証
明となりません（世帯主の記
載が無いため） 
 申請者本人（及び配偶者）の
もの 

【一般・独立生計】 
Q- 3 

 

21. 賃貸借契約書の（写） 
（国際嚶鳴館等、大学の
学生寮の入居者は除
く） 

 契約者名・住所・家賃・契約
期間の記載された箇所 
 ルームシェアの場合は同居人
の記載がある箇所 
 独立生計者は契約者名が申請
者（または配偶者）であるも
の 

【一般・独立生計】 
Q- 4, 26 
【私費外国人留学生】 
設問に関係なく全員 
 

 

22. 被扶養者削除証明書等 父母の収入証明書類の被扶養者
欄に申請者（及び配偶者）の氏
名が記載されている場合は、父
母等の扶養を外れている証明と
して提出する 

【一般・独立生計】 
Q- 3 
 

勤務先 

23. 死亡診断書の（写） 
 【一般・独立生計】 

Q- 20, 27 
病院 

24. 
戸籍謄本(抄本) 

 【一般・独立生計】 
Q- 20, 27 

市区町村 

25.  身体障害者手帳の
（写）  
 療育手帳の（写） 
 精神保健福祉手帳の
（写） 
 被爆者健康手帳の
（写） 
 公害医療手帳の（写） 

氏名・障害名・等級・手帳番号
等の記載があること 
有効期限がある場合は有効期限
内であるもの 

【一般・独立生計】 
Q- 22 
【私費外国人留学生】 

Q- 12  

市区町村 

26. 遺族年金を受給してい
ることがわかる書類の
（写）（遺族年金振込通
知書等） 

申請時直近のもの 【一般・独立生計】 
Q- 17, 20 
【私費外国人留学生】 

Q- 8, 10 

日本年金
機構 

27. 児童扶養手当を受給し
ていることがわかる書
類の（写） 

申請時直近のもの 【一般・独立生計】 
Q- 20 
【私費外国人留学生】 

Q- 10 

市区町村 

28.  生活保護受給証明書 
 生活保護金品支給通
知書の（写） 

申請時直近のもの 【一般・独立生計】 
Q- 28 

市区町村 
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29. 
罹災（被災）証明書の
（写） 

 【一般・独立生計】 
Q- 21 
【私費外国人留学生】 

Q- 11 

市区町村 

30. 
被害金額のわかる書類
の（写） 

見積書または領収書等 【一般・独立生計】 
Q- 21 
【私費外国人留学生】 

Q- 11 

修理業者
等 

31. 損害保険金等支払（補
填）がわかるものの
（写） 

  保険会社 

 
 
 
 
 
 
 
 



 Ⅳ. 問い合わせ先・書類提出先 
1. 学生支援課について 
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Ⅳ. 問い合わせ先・書類提

出先 
1. 学生支援課について  

書類の提出先・問い合わせ先は「学生支援課」です。 

※法科大学院生のみ、書類提出先・問い合わせ先は「文系教務課」です。ご注意ください。 

(1) アクセス  
開室時間：平日午前 9 時～午後 5 時   キャンパスマップ：D3-⑥ 学生支援棟 1 階 

 

 

(2) 問い合わせ先・窓口または郵送書類提出先  
〒464-8601 愛知県名古屋市千種区不老町（キャンパスマップ D3-⑥ 学生支援棟 1F） 

名古屋大学教育推進部 学生支援課奨学支援係 授業料免除担当 

shien-menjo（at）t.mail.nagoya-u.ac.jp ※ (at) は @ に置き換えてください。 

メールでお問い合わせの際は、下記問合せテンプレートをメール本文に貼り付けてご利用ください。 

－－－－－－－－－－－－－－ 

 ■申請者情報（全て必須） 

  所属学部研究科 (2026 年 4 月 1 日時点)： 

  課 程：  

  氏 名： 
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  学生番号（9 桁）： (入・進学前で学生証番号が不明な場合は空欄で可) 

 ■問合せ内容： 

 －－－－－－－－－－－－－－ 

 申請書類を郵送する際は、記録が残る特定記録やレターパックライト等で郵送してください。書類の到
着に関するお問い合わせにはお答えできかねます。 

※封筒表面に「授業料免除申請書類在中」と朱書きしてください。 

 

2. 書類提出会場について  

授業料免除学生申込システムにて提出日時を予約のうえ、予約時間の 5 分前までに書類提出会場にお越しく
ださい。(P.72～74 参照) 予約なしで会場に来られた場合は予約されている方を優先してご案内いたします。 

(法科大学院生は提出先・提出期限が異なります。提出会場ではなく「文系教務課」にご提出ください。) 

 

書類提出会場  

豊田講堂シンポジオンホール キャンパスマップ：D3-⑤ 

日程（予約制） 時間 

（在学生） 

2026 年 3 月 16 日(月)・17 日(火)・18 日(水) ・19 日(木) 
9：30～16：00 

（新入生） 

2026 年 4 月 20 日(月)・21 日(火)・22 日(水) 
9：30～16：00 
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